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第 十 競 昭和 四 年 九 月

〔季R ス〕

硫酸 中 に於け る鈎 責 極

(後 報)

工務士富 井
__._ 
造F、

カ11 藤 健 ヨk
原 田 史 人

(昭和 4年 2月 27日受理里〉

本研究の目的 鉛が踊室硫酸製造或は其他耐酸器として底く使川せられる事は言を侠たす。従て其

腐蝕状態ぞ究むる事頗る重要なりと信ぜらる。之が震には鉛の腐3邸主鉛が先づ干才ン化するに初ま

るを以て之の'":tン化肱哲を曜かむることが緊要且近道なるべし。此れ本肝究を行ひたる理由なり。

宮撒}j'法並i二装置の説明 2つの長方形哨子器 A，Bに硫酸液や各々i二約 180c心入れ一方のB器

中には減極脅!として重クロゐ酸カリウム 10g.を加へ之に平j骨白金板を浸し共に雨器ぞ U字形fi1'i子管

にて連結す。且爾器は 25'Cの恒温摺に浸しiE極なる白金板と別に Aに浸せる鉛板との聞に電気的

問路を生せ.しめ谷瞬間に於ける遁過電流の強さを Eリアン jーターにて賓み取り以下の如く曲線に

τ園示せり。
恒温槽は撹搾器と してターピン及びプロペラ .温度調節器として電気的自働レギェレータ一、ヒー

ターとして 50燭光炭素線傑ランフ"及寒暖計そ具ふ。温度の調節は良好ならぎりしも本測定にはま

Q.3'C位の誤差は結果にさしたる影響必奥へぎるが如 し，

以上を以て硫酸の濃度による鉛の腐蝕の盤化、鉛極を硫酸液に一定時間浸し同路を閑ぢfこる場合

と鉛極を硫酸液に浸したる瞬間に悶路を閉ち，1.こる場合との腐融の杭盟、及び硫酸液に不純吻を含む場

合の腐蝕の賦態を研究せり。

賓職材料硫酸は東京硫酸株式曾枇製純硫酸. 白金極はl~i'骨白金紋大さ 4x5cm2 のもの、 減極脅!

としての重ク ローム酸カリクムは加藤製化製用のもの、 アンメータ-1玄関川製 tリア ンメータ_:-a>

用ひたり。向鉛極は市販，仮駅乃品を 4x4cm2の大さに切り且其表商を清洗して使用す。鉛板の洗織

i二閉じては紙鑓にて磨きたる場合、30%酷酸に浸せる場合、比重1.065の硝酸に浸せる場合.'及び

比重 1.134の硝曹に浸せる揚合について夫々比較し見fこるにさしfニる影響はなきものの如く只比重



2 硫百豊中に於げる鉛賀極

第 園

A， B II宵子製長方形影
D 恒温樽
Pt .2!'-i'骨白金板(4x5cm2)
I'b 鈴板く4x4cmり
C 主g*吉用U字形繍子管
与③ 、ミりアンメーターく横川製〉
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1.134の硝酸に浸せる揚合は他の方法i二比して

規則的なる結果を得穴りh依って以下の賓織じ

於ては何れも比重1.134の硝酸i二浸潰充分洗糠

せるものを用ひにり、且硝酸中より引き出 しに

る鉛仮iま初i二流水弐i二窯溜Jt<l二て充分i二洗糠し

ヨたt二アルコーJレをi主ぎ次i二滴紙にて除漁し直l二
硫酸波中に浸し測定を初むるものとす。此の理

由は金属鉛が空気に踊れて酸化鉛を生じ鉛版聞

を麗ひ本測定i二有害なる結果を誘致すべきこと

を恐れてゐ故なり。新の如く i青i先ぜる鉛は表面
じ美しき結晶を表す。 而して鉛板は一同の測定

句i二清洗して!日ひfこること初論なり。

質験 (A)鉛極を硫酸液に浸すと同時に同路

を閉づ3 電流の讃みを時々刻々測定し次の結果

Z量得fこり。硫酸は比重 1.05，1.10， 1.15， 1.24， 

üo~ i.40，の各々の濃度のものにつき測定そな
せりぜ(第一表〕

此の結果より見らるゐが如く比重 124の硫、

酸:})揚合を限界とし比重 1.15以

下の濃度の硫酸の揚合と比重

1.24以上の硫酸の濃度の揚合と

の二組のAlI似たる曲線群を得fこ

り。官iI者の揚合は初めは電流の

読みは念i二下り次で大韓中・定値

を示し之の{直が或昨間績き然ゐ

後に電流の讃みは再び念、に降下

し最後は極めて少量の電流ぞ週

fるのみ。

後者の揚合は初めより電流の'

讃みは念に降下し電流タフ讃みのF

一定(直ぞ示す所なく直に小量;の

電流々通歩るのみとなる。

o .斗 6 10 1& 1. 崎町. .由 里.... a・'8.・...，.・ .$6 J8 40 42 ...... 4s屯'
最初じ流るる電流は比重1.24

以下の硫酸の揚合じは濃度に比， 
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第 表

時間(分)'-比重1.40 1.30 1.24 1.15 1.10 ]，05 時間(分)'-比重1.05
¥ 1}アンペγ ¥ ¥}アンペア tリ?ンペア ミリアンペア ¥ l}アンペア E、)7ンペア Zリアシベア。 32.0 25.0 40.0 36.0 24.0 14.0 24 9.0 

1 4.0 M 19.0 16.0 12.0 9.0 25 9.0 

2 2.7 2.5 6.0 3.9 11.7 8.7 ~6 9.0 

3 2.3 2.2 2.5 1.6 11.7 8.7 27 9.0 

4 2.0 2.1 2.0 1.4 11.7 8.7 28 9.0 

5 1:8 2.0 2.0 1.2 12.0 8.7 29 9.0 

6 1.7 1.9 1.8 1.2 12.0 8.8 30 8.S 

7 1.6 1.8 1.6 1.1 12.1 8.8 31 8.6 

8 1.5 1.7 1.6 1.0 12.1 8.8 32 8.5 

9 1.5 1.6 1.1) 1.0 白2.0 8.8 33 8.4 

10 1.4 1.5 1.4 1.0 1.1 8.8 34 8.3 

11 1.4 1.4 1.3 1.0 ].0 8.8 35 8.2 

12 1.3 1.3 1.3 1.0 1.0 9.0 36 2.5 

13 1.3 1.2 1.2 1.0 1.0 9.0 37 1.7 

14 1.3 1.2 1:2 1.0 1.0 9.0 38 1.2 

15 1.3 1.1 1.2 1.0 1.0 9.0 39 1.1 

16 1.2 1.1 1.2 1.0 9.0 40 ].0 

17 1.2 1.1 9.0 41 1.0 

18 1.2 1.1 9.0 42 1.0 
19 1.2 1.0 9.0 43 1.0 
20 1.2 1.0 9.0 44 1.0 
2l 1.0 9.0 45 1.0 
22 1.0 9.0 

23 9.0 

例し増加し居れり。而して比重1.24以上の硫酸の揚合には濃度に反比例し噌加す。之も亦比重1..24

の硫酸の所に限界を生じたり。又電流の読みは硫酸の濃度の増加するに従ひi腕失念速に最後の最小

電流会通今る貼まで降下す。又比重1.15の濃度以下の硫酸に於ては電流の讃みの一定値を示す時間

は濃度に反比例せるを見る。且比重1.24以上の硫酸に於ては一定値を示す時聞は極少きものと認め

らる。

(B コZJを硫酸中に 5 分間浸ぜる後に悶路を閉づ。 (Aコの~n く硫酸各濃度について電流と時間との

讃みぞとり第三闘の如き結果を得たり。

此の結果を見るに lilJ~阜の傾向は (Aコの貰験と全く同じきも 電流の一定値を示す時聞は延長したる

傾向あり。、来比重1.24の濃度の硫酸に於ては硫酸中に浸して直に測定を初めたるものと異り小時間

竜流は一定値会示せり。比重1.30 以上の濃度の硫酸に於ては(A工町 1~1二殆ど同結果を得たり。

(Cコ鉛板を浸す硫酸の方に不純物や加へたる揚合、fVr¥板令浸すや否や同路密閉ぢfこる場合と鉛板

を5分間硫酸中i二浸じて後間路を閉ぢfこる揚合とを行へり。不純物としては酸化剤としt過?シガ
ン酸カリクム及び硫酸第二銭巻、還元聞としては亜硫酸ナト リクムぞ各 5gづゐを各別に硫酸液に
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溶解して各別に測定せり。硫酸

の濃度は測定最も符ひ易きj屯重

l.05のもの会使用せり。結果第

四園の如し。

上の結果を見ゐ l二酸化剤の場

合は電流の一定値を示す時聞は

減少する結果を得たりp 鉛板を

浸して直に岡踏を閉づる揚合i二

於ては過7 ンガン酸カリウム及

硫酸第二銭共に 電流の読み一定

(第二表参照)園第

f直を示す所なくi直に最小電流栓

通-tる盟』迄F傘下す。 5，.分間鉛板

を硫酸中に浸して後間路を閉ぢ

仁る揚合は硫酸第二織を!日ひfこ

る揚合は不純物ぞ加へざる揚合

t二比し電流の讃み一定値を示す
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ン酸カリクム会加へfニゐ揚合は

カ日へざる揚合と殆ど一致す。息[J

ち此の揚合過マンガン酸カリク

ムは何等影響せざるものと認め

13 20 aa a+ 211 68 "0 .. .，... ，. '8柑<4t.... ・4・
(第三表参照)闘四第

時

らる。卸ち正極の成極作用以電
t 

> 1 

流低下i二直接彰響し居らざゐ令

見る。還元商Il!.e加へTこる時は電

流の一定値を示す時聞は少し4

延長する傾向あり。

以上の賞験は之な要す

る可溶性陽極(員極)としての硫

考察

z

z

a
守

a
a
-
-
- d6 1&帽輔“ ω 酸中の鉛を研3Eせるものにして
葉よりi専らるる1世論三大の如し。初めに多くの電流が流れ次に電流が少し丈しか流れぬことは挺抗が

念に増加したるによるものなるべく之は硫酸鉛が鉛板上に薄唐奇形成す?るによるも のなるべい浪

度心の硫酸i二於ては此の硫酸鉛屠を形成安る時間長く一定時間の後薄居を完成し電流の議 みは念に

降下すa 之が電流の讃ゐの一定{@f!.e示す所の存する ま理由にして之の考へは農虞のIJ~ なゐ程一定値の
電流の讃みを示す時聞の長きニとじよって裏書きさるコ濃度大なる時は初め太なる電流を通過して
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第 表

時間(分)'..比重1.40 ]，3) 1.24 1.15 1.10 ]，05 時間(分)'..比重 1心
ミサアンペア t咋7ンペア i 1)アシベア ミリアン，屯T Eリアンペア Eリアンペア 王、97'シベ?。 35.0 27.0 40.0 35.0 27.0 14.0 24 7.9 

1 1.5 2.0 22.0 16.6 1:'.3 6.7 25 7.8 

2 ].0 1.2 19.7 ]6.4 12.0 6.7 26 7.9 

3 0.8 1.1 19.5 16.3 11.9 6.7 27 7.8 

4 0.6 1.1 18.8 16.3 11.9 6.7 28 7.8 

5 0.6 ].1 18.3 16.3 12.0 6.8 29 7.8 

6 0.6 1.0 2.0 16.0 ]2.0 6.8 30 7.7 

7 0.6 1.0 1.0 2.0 J2.1 M :n ?O 

8 0.6 ]，0 0.9 ].0 12.0 7.5 32 8.0 。 0.6 1.0 0.8 O.!) 11.8 7.5 3:1 7.!/ 

10 O.s 1.0 0.7 0.9 ].8 7.6 34 7.7 

11 0.6 ]，0 0.6 0.9 1.3 7.8 35 7.6 

12 0.6 1.0 O.号 0.8 1.1 7.8 36 2.0 

13 0.6 1.0 0.5 0.8 ].0 7.8 37 1..5 

14 0.6 1.0 0.5 0.8 J.O 7.7 38 1.2 

]5 0.6 1.0 0.5 0.8 1.0 8.0 39 ].1 

16 8.0 40 ]，0 

17 8.0 41 1.0 

18 8.0 42 1.0 

19 8.0 43 1.0 

20 7.8 4長 1.0 

21 7.7 45 ].1) 

22 7.7 

l!3 7.8 

第 一一 表

時間〈分J A B C D E 時間〈分〉 D E 
t IJ7ンペ? tリアシペア t tJアンペア t ‘}アシ~.，. ，.ワアシベT ミ97'''べr t 'Jアシペア。 1:/.0 14.0 14.0 14.0 11.0 24 6.2 6.8 

1 2.'2 "2.5 1(':0 6.0 6.~ 25 6.2 6.8 
2 1.2 1.3 9.9 6.0 6.5 26 6.1 6."8 
ミ。， 0.8 1.0 9.9 5.9 6.5 27 6.1 6.8 
4 0.6 0.9 9.9 5.8 6.5 28 6.2 6.8 
5 0.5 0.8 9.9 5.8 6.5 29 6.2 6.8 
6 M 0.8 -9.9 6;0 6.5 30 6.1 6.8 
7 0.4 "0.8 9.8 6.0 6.6 3.1. 6.1 6i8 
s 0.4 0.8 9.8 6.0 6.6 32 6.1 6.8 
9 Q.4 0.8 9.8 6.0 6.6 33 6.1 6.8 
10 0.4 0.8 9.7 6.0 6.6 34 6.2 6.8 
11 0.4 I!.7 9.13 6.0 6.6 35 6.2 6.8 
12 0.4 0.7 9.5 l:i.l 6.6 36 ，6.1 6 .. 事
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13 0.4 0.7 9.4 6.1 6.6 37 6.1 6.8 

14 0.4 0.7 9.3 6.1 6.6 38 6.1 6.8 

¥5 0.4 0.7 9.1 6.1 6.6 39 6.1 6.8 

16 9.0 6.1 6.7 40 6.2 6.8 

17 8.9 6.1 6.7 41 6.0 6.0 

18 8.8 6.2 6.8 42 1.5 1.2 

19 4.0 6.2 6.8 43 0.8 1.0 

20 1.7 6.2 6.8 44 0.6 0.8 

21 1.3 6.2 6.8 45 0.4 0.6 

22 1.2 6.2 6.8 46 0.3 0.5 

23 1.2 6.2 6.8 47 0.3 0.4 

( A....過マンガン敵!1I1.!I1.犬同日ふ
表中 A，B，DI1鈎板か浸して直に同路た閉ち・7二る場合{B・・硫倣第二鍛1e加ふ

lD…毘硫蹴ナトりウムた加ふ

C ， EI1鈎板谷5分間浸して後同路与問ぢt: る場合Æ~硫椴第二徽制日ふ
¥E過マンガン自主加盟1e周ふ

直に而上硫酸鉛の欝居ぞ形成し電流の讃みは直i二降下す。何れの場合も鉛面i二沈澱せる硫酸鉛は灰

色にして普通の硫酸鉛と異り菩'議池の責極板の色と相似たり之れ或は鉛が 1慣として働きたるも

のに非1""やと考へ得ぺきも禾fご明白に言明し難〈賂来の研究に侠つべきものならん。叉濃度の小な

る揚合先づ電流は念に降下し然る後t二電流の読みは一定となるものなるも先づ初めに電慌の降下す

るは何によるものなるか明白ならす。之は減極剤としての重クローム酸カリクムの作用鈍きに依る

ものなるやも汲IJn難しa但し重クローム酸カリクム の量は之れ以上如何に増加するも結果じ盤化な

し。故に此の限定異なりとせばI1寄米の研究には減極酎としては他の酸化剤を用ひざるべから歩。 5分

間硫酸中に浸してより同路を閉ぢfこる場合主直iこ閉ぢfこる揚合の結果の異ること又一疑問fこり。叉

比重 1.24以上の硫酸の場合最初流るる電流の読みが濃度に反比例的じ減小すること又大なる疑問に

して得られたる結果は非常に興味あるものなれども之を悉く明にせんじは街多くの研究i二侠fこぎる

べから歩。以上の結果を綜合するに鉛板に灰色の硫酸鉛の薄居を生する事は確買なるも之れのみに

て説明せんには事貰は蝕りじ笹雑せり。酸化剤を加へたる揚合は研識鉛の薄居を生-rる時聞は早 く

なり港元荷11を加へTこる揚合は薄居形成の時間遅る之は務期したる島と一致せるも 5分間浸潰して後

初めて向路.a閉ぢfこる揚合過?ンガシ酸カリウムの作用顕著ならざりしは梢意外とする島なり、何

れの賓験に於ても最後の最小電流{邸玄其の大さ大憧一致せるぞ見る事蕗i珂に遣はぎりき。

綿括硫酸中に於ける可溶性質極としての鉛に閲して行へる上記の質験より弐ぎの事賢明かとな

れれ

1.硫酸中じ白金及鉛板を浸し之を短絡して流るる電流は之ぞ時間的に追跡せるじ初期に於ては念

l二下り途中一定値を以て暫時連続し次に念に下降して小となり略ぼ一定値を保ちヴミ極めて徐々に

下向l二行き一定値に漸近す。

2.硫酸中に於て鉛を可溶性員極として働かしむる時は常に灰白の7 ツト(光津なき〉なる滞居にて

覆はる本居は鉛の硫酸錯と認、むべき ~j多々あれども遁常の白色結晶の硫酸鉛と全々趣を具にす。

3.硫酸中に於ける鉛員極につきては種々笹雑なる現象あり絡米の研究を要す。 《昭和4年2月早稲岡
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大撃理工事部臆用化事科貧験室1:於て〉

沃素酒精溶液t油脂との反爆に就て

早大工準士山 口 柴

油脂の沃素債を求むるに用ひらるる所謂沃素液ぼ遁常純沃素の皆波に非今して沃素或は臭素の化

合物又は臭素の溶液なり。郎 Hiibl，Waller， Wijsの各液は盤化沃素そ、 Hanus液は沃化臭素t.e，
Rosemur叫 Kuhnhenn液は硫酸ピリデン臭化物を Winkler液は臭素会合有す。之に封し B.M. Mar-

gosches は沃素の酒精溶液ぞ用ふる方法ぞ研究し、猫沃素の油脂に針する作用に就て!長〈考究せり

(Z.d.d. 0ムu.Fettind. 1924， 97， through c.u. 1924， 54; Zj. an.t;sw. Ch. 1924， 334; C.U. 1924， 41; 

Ber. 1924， 996; 1925， 794)。該法は簡便迅速、低廉を以て特色とせらる、其法下の如し、試料油
N 

0.1-0.15gを純アルコール10c.cにi容解し、 5 沃素-96%i酉精溶液20c・C・2刊日へ更に水 200c・C・を混
N 

じ5分放置後過剰の沃素t.e10チオ硫酸曹達に"J滴定す、別に室試験を行ひ常法の如く沃素債を算
出す。自I]記反感の際沃化水素酸を生成する事貰より茨素の二重結合は究の反感式に従ひて飽和せら

るるものとせらる -CH;CHー+21+H20=ーCHICHOHー+Hl..(1)、又放置11寺間長きに亙る時は

弐の反感ぞ起し過大の沃素直を奥ふーCHICHOHCH2一+H20十21=ーCHICHOHCHOHー+2HI...

(2)。又高度不飽和酸i二針すゐ酒精沃素波の作用に閲しては工穆博士外山修之氏の詳細なる研究あり

〈東京工業試験所報告第 22悶第1競〉

筆者は亜廊仁i由の酸素吸牧に閲して質験を試みつつありしが其沃素吸牧速度t.e知らんとし;先づ酒

精沃素液を用ひて二三の賓験を試みTこれば以下其結果を記さんとす。

質験之部穆備賓験 99.8%酒精溶液に於る作用、市販亜廊仁j由(Wijs沃素1買183.0';183.3卒均

183.2)を 100c.c1!tIJ度フラスコ中に秤量し 99.8%酒精にて溶解儒轄す、此 10，20又は 30c.巴ぞ天々

N/10 i闘精(99.8%)一沃素液 100c.c中に加へ 30土0.02・Cに於で烈しく撹狩-しつつ所定時間毎に 10c.c

宛取出し水 80c.cぞ加へ直ちに米反感沃素量を N/lOチ才硫酸曹達にて滴定せり。但しフラスコ頭

部と慌持器軸部の聞には水流冷却管を附し酒精の逸散を防ぎたり。

第一表

放置時間〈分〉 最少

笈験番~J~ 含t断固締量くc.c.) 沃素波(c.c.) 5 30 60 90 120 150 180 210 20時間沃素過剰準(%)

10 152 152 152 ]59 86.7 

2 20 ]00索 131 131 131 131 135 J35 131 ]8] 142 75.7 

3 30 100償、ー ]03 114 112 120 123 126 67:9 

此部備質臓に於ては毎:匂の滴定;夜中のìrll 量;は ?氏所定量の 1/1~ー1/3 なるぞ以て木表の沃素慣の一

位の数字は信恋し難し。又穆め空試融会行ひて沃素酒精溶液の強度品定なることを確めたり。

以上の貰験を 96%酒帝沃素液にて通常の傑件にて施しすこる結果は下の如し。
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賓験1.96%酒精溶液に於ゐ作用、亜廠仁i出1.2096gを徐備試験に於るが如く 99.8%澗精を以て

100c.c の溶液とし、其 10c.cを7個の有栓フラスコ中に取り此各々に N(5酒精(96%)ー沃素液を

方日へ暗所に放置し所定時聞を経;邑せる時7}<200c.ロを加へ直ちにチ才硫酸曹達にて滴定す、測定直前

i二於る沃素液の強度 0.2147N

第 表 A

放置時間(分〉 5 30 60 120 240 330 1440 

沃素償 150.9 155.3 159.2 161.7 156.6 154.0 156.7 

試料の量を愛じたる結果は下の如し。

第 表 B

~精協波 10c.c. の含f出量 0.1434g. 沃素波の強度 0.2015N

放置時聞に分〉 1 5 30 120 240 360 1440 

沃素質 ]30.6 130.2 136.5 140.3 13804 138，9 138.9 

以上の結集の示す所によれば恰も水じて稀揮する以前に於ては反感液中の反感程度は放置時聞に

聞係なきが如く見ゆるも(稀際後の放置時間の影響は引用諸報文に詳に示され 3-5分にして Hubl 

債に近づく)、反感液隔稗後直もじ滴定する際滴定には多少の時間を要し反感(1)の起るは避け難〈而

も該反臆は或程度までは頗る迅速に進行するものなるを以て如上の結果をf尋たるものなり。稀樗前

i二沃度加里溶液ぞ加へ反感く1}O)進行そ可成避けたる三大の賓験に於ては稀稗前!の紋置時聞は液中の反

膳進行度に開係を有するを示す。

貰験 2. 稀際前に JO%沃度加里液 lOc:cを加へたる鈷の他はすべて高Ij賓験と同一順序なり。

第 一 表 A
一

亜麻仁tl1li闘精液 10c.c.の含泊量 0.1274g. i酉精、9V.8%)ー沃素汲・の強度 0.2578N

放置時間〈分) 1 3 5 30 60 ]20 240 

沃索償 17.4 . 28.9 RO.l 543.6 71.0 83.0 96.3 

96%酒精沃素液の場合

一 表 B
一第

思麻f二1白酒精溶液 10c.c.の含油量 0.1237g j扇情C96 ~の一沃素波強度 0.2156N

放置時間〈分) ~ 5 30 60 120 240 

沃素償 24.2 47.1 7V.9 98.5 104.7 110.3 

第 表 C 

亙廊仁消滅精溶液 ]Ocιの含消量 0.0J41g 油精(96%)ー沃素波強度 0.2041N

放置時聞く分) 1 2 4 30 60 120 

沃 素 償 15.4 23.4 41.0 78.il 91.5 lu5.4 

賓験 8 才リープ油、胡麻油、箆麻子油lユ針する作用 3

第四表 A

240 

117.9 

オりープ泊酒精溶液 10c.c.の念f曲量 O.~ 44!g j酉渚(96%)ー沃豪放強度 0.1943N

放置時間(分) 1 .5 3t) 60 l20 240 

:160 

102.3 

360 

116.5 

360 

12:'.0 

330 

1440 

120.3 

1440 

]51.8 

1440 

110.6 

1440 
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沃素償 10.2 27.7 52.4 61.2 6J.丹 73.9 75.4 79.9 

第 四 表 B

胡麻f白酒精溶液 1Qc.c.の含泊量 0.1574g.i酋精(96%)一沃素溶液獄度 0.19q3N

放置時間〈分〉 1 5 30 60 120 240 360 1440 

沃素償 8.0 23.4 48.7 57.7 67.8 75.8 79.4 89.1 

第 四 表 C

箆麻子泊i酒精溶液.1Oc.c.の含淵量 0;1165g l国精(96%)ー沃素溶波強皮 0.2031N

放置時間(分) 0 ，6.1). 30 60 122 240 1440 

沃素償 12.8 26.6 45.5 56.6 66.0 72.7 76，5 

猶参考として Wijs法沃素慣は下の加し。

オリープ泊 胡腕泊 施麻子泊

沃素償(Wijs) 88.8刻.4 107.7;105.5 84.2;84.0 

平均 88.6 106.6 84.1 

賓験結果の考察 己に漣ぺたるが如く木賞験は酒精沃素法の批判を目的とせ守-本法を利用して亜

麻仁i自の沃素吸牧蓮度を知らんとして行ひたるものなるが故l二稀標後に於ける放置時間の影響につ

きては全く質験を行はすで。

今第三表A.Bを比較するに酒精濃度 99.8%なる時と 96%なる時に於て己に沃素消費量に差あ

るそ認むるぞ得、此事賓iま此程.度の*の存在i二於ても前掲の(1)式の反感の起れるや示す ものなり。

7J<J.旨反膳に奥らざるものとして第三表 C の数字ぞ用ひて反感速度と残留沃素量との関係金求むるに

弐の如し。

次表中反感蓮度 v(ま雨隣卒均{直の幾何平均会以てせり、自flち雨隣沃素1貨の差イヒ夫々放置時間の差

(分)にて除しLJi均蓮度を求め、相隣れる卒均速度の封数の平均を以て log-vとせり。此 uの{直は沃

素i貫一一時間の曲線より切線法によりτ求めたる値と略々一致する事を認めたりe

次に x~蓮度 u なる時の沃素慣とすれば 183.2-x は未反感油量に比例する主主に して、叉Aを杢

試験t二要しfこる NjlOチ才硫酸曹達のC.C数Bを供試亜廠仁油量.(g)とする時iま最初の沃素量は AX
_ ~ ""'_'_n"'" AX  1.2692 . ~. _ ，U _ _ AX 1.2692 

.012692にしてzと同じ輩位Lて表す時は ー13一ー となる・縫って ーB 一一-xは未反膳沃素

量に比例する数なり、然るに第三表第四表の結果は同一容積の溶液につき得fこるものなるを以て V.
AXl一空白9型
」 LE---x，183.2-xは何れも夫々漉度に比例するのみならホ同一軍位を以て表さる、故に稀鰐

部1に於る f支~につきて水の影響を閑却する時は次の閥係ありとするを得九

v=kX(183.2ーX)"'(恒子竺--x)
弦にk(ま常数に して 刀z+1t !ま反感次教なり。計算を簡軍にする鶏 1n=nと置き log10:Vの値を横

IA X ].2692 、 1_ x、 I B一、
剥軸蜘航l“μiじ二l凡0句崎g，伽以z刊0ぷ〈ο邸8伽3.2一吟引川+刊l川O噌g
るに固示するが女如日く殆ど直線となる。而して此傾斜は m を典ふ。

日上の知〈計算せる結果は弐の却し、 但し第五表は第三表 C より得たるものじ して各表に於て

~ IT¥/，.p./nl- "2Bx "_rrl"\.'-~ ..1， Bx 、2.. 2Bx 
回初五の代りに扇町在用ひたるはい-1，2百回)=亨1一夜碗瓦とせる詩的。

発此胤係11.二重綜合lt毎分子一個!:'t!るものなる故、貧際lt m ，zの値はこの胸係の示すものよリ大なる
こととなるぺL。
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第 五 表

x 10glOv 叫 1-4E)hω(1-5長いOglO(1寸玄)(1ー吉宗6)
15.4 1.0507 I.9618 I.9750 I.9367 

23.6 0.n267 I.9401 I.9610 1.9011 . 

41.0 0.5474 I.8900 I.9299 1.3199 

78.8 I.8964 1.7579 i.8547 I.6126 

91.5 I.5026 I.7033 1.8246 I.5299 

165.4 1.1894 i.628 1 i.7904 1.4185 

117.9 2.8253 1.5519 i.7573 i.a092 
123.0 く2.(335) i.5166 i.7429 I.2595 

140.6 1.3661 i.6897 1.0561 

除

入

と

)

線

出

も

膳

の

を

凶

二

白

川

直

算

兎

す

反

も

之

J
m
r
b
一ω
り

を

h

り

示

ろ

る

は

ω
町

一

5

よ

数

な

ぞ

寧

た

分

k

ト

に

係

と

る

去

り

;

と

i
1
1
法

砂

6

な

山
叩
ゆ

m
w
j幻
均

者

。
ι

感

よ

じ

1

割

分

三

時

卒

後

戸

反

る

る

り

乱

)

一

u
i伊
-
め
献
の

λ

す

す

よ

v
m
m

ト

係

求

は

次

1
4

認

呈

上

2
:
i
1
1
閥

て

時

高

J

一

是

を

以

L

入

刊

の

し

る

も

開

.
き

M
m

・
同
と

と

す

角

。

立

る
成

な
の

肱

加

盟

反

則

次

次

官
一m

高

尚

'hv

骨骨岬

新

見
t
-一

以
ド
ル

を

け

弘
一v

『
Jる

す

P
D
 

建

ら
酬

前

-t

1

4・

二

勺

れ

忠

じ
り

謹
側

げ
比

11

t

の

酌

量

明

ω

駐

す
二

存

般

じ
一

中液

t(分〉

1 

2 

4 

30 

eo 
120 

!!l40 

360 

1440 

~ 2.0 
，--、、

3ト
-..._.-' 
，-ー、、

3ir 
、、ー/

第 園

I.O logv 。 1.0 

---'--<7" 
σ" 

，〆"---
jみ，J..-.--" 

---
町/
，，_.-

------r 

。

i.0 

と考ふるを至蛍とすべし。

果して然らば稀稼iIOに於て水分子の反感i二奥ることを示すものにして、稀揮所iに於て己に(1)式又

は之に類する反感の起りつつあるものと信ぜらる。

この事賓は更に次の質験に於ても示さる。

第

供試泊量(g)

0.1009 

0.0968 

0.0955 

0.1046 

放置時間〈時間〉

0.5 

0.5 

43.9 

44.。

ム

表ノ、

沃素液〈∞〉 沃1:加盟液添加の有無 沃素償

40.0 有 92.3 

生畦 lfi9.3 

有 154.8 

金正 l'i3.0 

的稀縛前i二於ても放置時間永きに亙れば沃度加盟を力uへたる時と然らざる時の雨沃素慣は漸次戎

程度迄近接す。

e 綜括 1・酒精沃素溶液と亜廊仁iulとの混合物を放置し放置時間と沃素消費量との関係令求めたり。

2.此反慮に於ても稀縛後の反感じ於る と同じく水が作用 し居る事を推定せり。

(昭和4年 7月早稲田大泉理工撃部際用化摩科笈験室1:於て〉
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〔倉員訳ス暴告〕

酸性白土の成因及び本質

工串博士小 林

工率士山本

久平

研

11 

酸性白土は粘土類の一種にして合水珪酸アルミニクムを主成分とし非品質クレーイトくClayite)属

粘土に属すと考察す、酸性白土の地質、磁床ぞ見るlこ殆んど常に石英粗面岩の露出地附近にありて

第三把居i二相接する地提iに多し且其附近には玄武岩の露出地あり此貼より観察しτ酸性白土は石英

粗商岩及び共以後に於ける玄武岩の建設に或関係ぞ有するものなるべしと挽想するに到れり。

酸性白土の成因を次の如く説明したり、第三紀下部居(Pliocene)I時代に岩衆道建じτ今日の石英組

面岩ぞ形成せることは地質・墜者の説く所なり此際岩柴分化作用に依り第三紀居岩と石英粗面岩との

認鮪却に向って曹達長石及び非品質珪酸、熔流集中す、岩柴中の瓦j札幌熱.7J<.は此接縄部の裂療に沿

ふて上昇しJltul&に化撃作用起り非品質珪酸非品質珪酸ア Jレiニクム及び.非品質珪酸カ Jレシクム等執

れもグJレを沈澱す、是等が極めて徐々に乾同し一種のコロイド航物質郎ち酸性白土~ 形成したるも

のなり、石英粗面岩の遊護に次ぎ第二火山として後に玄武岩等の遊琵あり此際の上昇瓦斯も亦恐ら

く作用に預りしならんも此閥係は判明せ歩要するに風化作用も勿論其一因なるも主因は気韓(噴気、

熱、7J<.)作用なりとするものなり。

酸性白土は分析の結果 AlzU3.6SiOγnH20 にて表示しfこれ共各種の反感より翫察して予等は A包03-

2Si02・nH20 なるクレ4ト及び 4Si02・nHp なるコロイド珪酸グ Jレの佳合物と推定し置きたり今日ク・

レ4ト属粘土の本質は未f:割れも午IJ明せすj降'*此方面の開琵と共i二酸性白土の本質も次第に確然た

る所あらん予等も是等に閲して種々の方面より引鰭き研究中なり。 f工業化摩雑誌、昭和4年日月、月64.

山本抄〉

カロ今ンに封する酸性白土の呈色反成長

工芸裂博士 小林 久平

工事士 山本 研

工感士阿部二郎

1.エシ ιJレ民法に則り倫少しく之を盤更して西洋人墓より純粋のカロチシ結晶を調製しカロチン

のベンプール溶液を製L別にウィJレステジター氏及びシュトーJレ氏法に依り重クロム酸加盟2の標準比ー
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色液を製し此物との比色に依りカロチン含量を定むるが如き方法ぞ取り酸性白土の呈色吸著作用を

検したり。

2.酸性白土届粘土は他の粘土、陶土類と異り勃れもカロチ入品ンプール溶液に針して呈色し白

土自身は青色となりて沈澱す溶剤がアルコール、エーテルの掛合~~討会呈色せ歩。酸性白土属粘土中

カロチン呈色に強弱あり其順位は肝i山又はグ4タiンAに封する呈色の強弱と殆んど同一なり。

3.酸性白土以外にカロチヘペンゾール溶液に針し呈色反躍を奥ふるものは所謂縮合剤fこる無水

鞭化アル Eニウム、無水盤化亜鉛、強硫酸4弧燐酸等iごして此勤も亦肝i由又はグィタ EンAに劃する呈

色反慮と同一なり。

4.同一酸性白土に就て見るじ ]50'CI二2時間乾燥したるもの最も呈色反感掘し，

5，カロずンは炭化水素 C10H凶なり如何本る機構の下l二 j折る墨色反鹿をなすものなるか充分l~ij明せ

す。 iUIH旨類の多くは通例黄控色を帯ぶ是等色素は恐らく主成分は原料中のカロチ I1ドより来りし

も ωなるべし酸性白土の油脂l;:~討する脱色力以溶剤の種類と i由脂の粘度に影響せらるる事多 L~蛍

なる溶剤を?撰定しアルカリを以てクサントフ i}v色素を除去し後乾燥白土を以℃カロチン色素を除

去し;最後iこ溶剤&臨逐するが如き脱色法も亦奥味ある一案九ゐべしと思惟す。

(工業化拳雑誌、 .蹴利益年6月、 P587.山本抄〉

以上の他本曾員にしτ諸刊行物i二護表せるもの左の如し、

1 逢坂山及東山隠道の腐蝕に闘する原因調査並に一般路道内の軌傑防腐法に就て、張忠一、林和維

雨氏(鋪道省業務研究資料第 ]6巻第 10披)

2 印刷畑農わじすの研究第二報第三報第四報、小倉正照氏(内閣印刷局研究報告第 20競)

酸性白土の物理化率的性質に杭きて

工墜士昆 藤 堅

(1)酸性白土の酸度測定本質験を遁じて用ひし試料は究の6種類なり。

小戸黄.小戸赤、糸魚川白、糸魚川赤、 Fuller'searth， G~I・man acidic clay，之等の試料(ま何れも

200 meshの簡を通れる物をl用ひたり。

貰験 1.滴定l二依ろ酸度測定 白土佐蒸溜水中に浮瀞:せしめて其づ、酸度を測定せめ。本質験は試料

1-3gを秤量し之じ 1伽の蒸溜水制日へ phenolpl制 ein~指示薬となし長KOH 紛って滴定
せり。之際其 endpointめ識別困難なれば常に標準のものと比較しつつ行へり。

試 料 G. acidic clay .糸魚川赤 小戸赤 糸魚JI(白 Flllle〆'searth 小戸黄
試料1j互に艶す
君主眼Osは た09 1.3()- ].l!) 0.92 ' 0.71); (1.03 

‘ 
10 

費験 E 白士の中"1生瞳化加壁掛出液の酸度浪IJ定。試料約 5g. ~左大1彰訣轍管に取\り lwKCI 溶裁を
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酬と:1mへ 30・Cの恒温槽にて一時間づっ併し後糊し透明なる鵡拡付きです断OH)2を以
って滴定せり a

。
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摘出同軍t

d、戸音2

4、戸赤

糸魚川白

糸魚川赤

Fullers ear，th 

G唱rmanacidic clay.. 0.18 

8.50 

1，80 

上記表中 Germanacidic cJay は遊離酸ぞ完全に洗ひ去りたる後本賓験イ並行へり。

0.80 6.31 

質験JII水素fオン濃度測定によあ白土の酸度測定。木賞轍は Poggendorffの compensationmethod 
N 、 ー

に依りて行へり。初め ioHClを以って稼備賓験を行ひしに正しき結果ぞ得fこれば本賓験に入れ
り。街ほ PHを求める公式lま突の如し。

PH=!. M.F (obs.) -E( calome I electrode) 
O.0001983T 

甘京電極の 1N水素電極に針する値は Sチrensen氏 (1912)の測定値を取れり。印 25'Cに於τ

は 0.2828voltとす。本賞験の結果はさ欠の如し。

(H・〕

5.728x 10-5 

1.734 X ]0-5 

7.709 X lO-6 

2.046 X 10-6 

1.107 X 10-8 

1.432 X 10-4 

3.631 X 10-5 

1.7.Hi X ]0-5 

8.31fi X 10-6 

4.645 X 10-6 

1.820 X 10-6 

PH 

4.242 

5.113 

3.844 

4.440 

4.761 

5.689 

7.956 

詩試料重量 抽出時間 E.M.F
名 (g・) (hr) (volt) 

( 4.9674 
糸i
魚!
}11l 
白1

2 2F 
:11 Eと4.8900
::r<1> 

4.8842 

0.5355 

0.5662 

0.5870 

(}.6210 

0.7550 

0.5120 

0.5472 

0.5660 

1 

2 

8 

1 

4 

4.758 

5.080 

5.333 

5.740 

O.月850

0.6000 

(}.6240 

2 

4 

5 

6 

賓験 IV白土の KCliIh出液と AICI3溶液との滴定曲線比較。本質験は小戸赤.糸魚魚.川赤4を旨試料料-と

な札し各糾々夫抗に略駒等しはき M れつ埼様に時作れ川る A叫に悶叫叫13'伊3'HCω仰 2-a用ひて芸昔「戸内h阿叩a(ρOH町)2にて滴駐定

して比較せる結果iはま号次え欠，の虫知日し。

3 濁
逸
白
土

(H・〕

3.79 X 10-8 

3.776x 10-8 

9.727 X 10-5 

1.570 X 10-5 

3.819xI0-6 

2.5SSx 10-6 

J.393x10-7 

1.178x 10-4 

1.79!)xI0-5 

1.517x 10-5 

3:837 x 1 0-7 

8.3:8x10-8 

2.606 X 10-8 

I'H 

0.7234 

0.7235 

0.5219 4.012 

0.5687 4.804 

0.6050 5.418 

0.6150 -5.587 

0.69CO 6.856 

(¥.5170 3.929 

0.5652 4.745 

4.819 

7・4213

7.4230 

藍試料重量抽出時間 E且 F.
~ (g・〉 ゆりか01り

小(5.1)]64 
戸I
黄.

， 4.9255 

戸1

赤l

1 

2 

3 

4 

5 

2 

6.416 

7.080 

7.584 

0.5696 

0.6640 

0.7032 

0.73:30 

1 

2 

3 

4 

4.932a 

糸
魚
川
赤

5 

6 

亦i
 
l
 

-
-
s
f
 

糸

アノレカ IζCl滋 AICl，の
F 理波の d_C  

c.c. emf. ~....， 

o 0.5170 

魚赤戸

アルカ
p 
c.c. 

アルカ KCI慮 AICI3のり 理液の一_c
c.c. emf. ~....， 

C2H204 
のemf.

0・5155

HCIの
emf. 

0.5169 

アノレカ
p 

c.c. 

0.0 0.5228 

~H204 
のemf.

0;52，J4 

HClの
emI. 

。‘52210.0 0.5228 0.5219 。
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2 0.5451 0.5388 0.2 0.5580 0.5514 2 0.5417 0.5388 0.2 0.5489 0.5294 

4 0.5541 0.5486 0.3 0.7954 0.6101 4 0.!i484 0.5486 0.3 0.5894 0.5505 

6 0.5656 0.5580 0.4 0.8469 0.8640 6 0.5555 0.5580 0.4 0.8353 0.5817 

8 0.6266 O.号700 0.5 0.8725 0.8807 8 0.5639 0.5700 0.5 0.8644 0.7110 

10 0.7845 0.7418 0.7 0.8881 0.8951 10 0.5964 0.74:8 0.7 0.8875 0.8655 

11 0.8000 0.8161 0.9 0.9010 0.9049 11 0.6310 0.8161 0.9 0.9023 0.8860 

12 0.8310 0.8486 1.l 0.9115 0.9125 12 0.7371 0.8486 J.l 0.n06 0.9025 

13 0.8655 0.8847 1.3 0.9151 0.9175 13 0.8055 0.8847 1.3 0.9174 0.9100 

15 0.8920 0.9197 ].5 0.9210 0.9207 15 0.8589 0.9197 1.5 0.9235 0.9165 

17 0.9180 0.9355 2.0 0.9291 0.9274 17 0.8760 0.9355 2.0 0.9311 0.9275 

19 0.932G 0.9423 4.0 0.9425 0.9413 19 0.9116 0.9423 4.0 0.9475 0.9483 

21 0.9410 0.953~ 6.0 0.9;)44 0.94~10 21 0..9539 6.0 0.9546 0.9561 

質験 V.白土の boiling test.初め白土に蒸溜水を加へ撹搾し其施、液に付き酸性の有無を検せるに

全く中性なりき、此i位陣般の;有無ぞ倫ほ精密に確かめんがí~じ比色法により水素 4 才ン濃度を測定

せり、印完全にアルカリを放出せざるビーカーを用ひ試料は糸魚川赤 20goぞ取り之に蒸溜水 500-

600cc. 有る様に保ちつつi~~鮎に於て 40 時間放置せり此路液を検せ しに PH=5.8 CHつ=1.585 X 10-6 

なりき。而して用水の PH=5.6CH'J==2.512X10-6 なりき。之じより白土中にじ遊離般のなき事明

かなり。

(II) 熱天使用に依る白土の水分研究。賞験者は MnSO.1 • CaC03. A12(S04)3等によりて穆術賞験を

なし其結果略正しき随を得たり。

試料白土は、糸魚'，)11白、赤、小戸赤、 Fuller'searth.等にして之の外睦目陶土.silica gel等に付き

ても行ひたり。然るに娃目を除きでは皆 450'C-800'C聞に於て二三の階段を生じたり。朗自土は大

閣に於て si1icagel と類似せるなり。

本質験者は禾t:熱天秤の使用に熟せ-t故に完全なる結月さは得られざりしも今向ほ引績き研究持続

中なれば詳細は他日報告す。 (昭和 4 年度早稲田大型連工準昔1~J!ll\刈化謬科卒業論文〉

人絹用木材パルプの化事的標準試験法に就て

工率土高橋差是之介

繊維素工業原料としての木材パルプが如何に重要なる位置を占めつつあるかを思ひ此鹿に木材パ

ルプの化撃的標準試験を行ひて繊維素の本性並に物理的及び化接的性質組成を究めんと欲し;次の試

料三種に就いτ研究せり。
試料 No. 1 人絹}目標白亜硫酸木材パルプ (瑞西産)

No.2 人絹JHパルプ アJレブァーフパパー (加奈陀産)

No.3 製紙用漂白ク EカJレパルプ (富士製紙製〉
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先づ物理的外観試験主して白色度、光津皮び願微鏡下に於ける各繊維の賦j惣を検せりd

化接的標準試験としては次の如く分類して行ひfニり。

(ー) パルフ・中の識維素以外の不純物。(二〕 繊維素の告有量。(三) 繊維素の還元性。(四)繊

維素のコロ 4ド的愛化。

(ー) A. 水分の定量 水分は常法に依り電気乾燥器(102・C)にて 8時間加熱乾燥して其完全乾燥

パルプの風乾試料に3討する減量を以てせりa

ll. 1:.足分の定量 風乾説料を焼灼し其のy<分を無水試料に封する恒数に換算せり。

c. αー繊維素中の灰分め定量 パルプ中の-ι繊維素をお1I出bτ其の灰分ぞ新H丞の如くして定量せ
り。

D. ェ-5"Jレ、アルコーJレに依る抽出

ソクス ν-41111:1'.装置により初めエーテルにて弐に同試料をアルコールにて夫々六時間づっ抽出を行

ひて雨溶剤による抽出量の和会以てパルプ中の樹脂脂肪分として計算せり。

(二) A. α• s. r繊維素の定量 17.62 %苛性曹達溶液中iこ試料ぞ浸し普く撹拝し編航となして

30分の後抽出アルカリ溶液と分け残澄息Ilち αー繊維素を善く洗糠し乾燥秤量して此を αー繊維素の量

とす、次に此の~1 11出施、液に氷酷般を加へ充分酸性i二 して戸繊維素ぞ析出沈澱せしめ水分を除きよく

乾燥して此の量ぞ，:1-繊維素とす r-繊維素の量は全繊維素より αー繊維棄の%と s-繊維素の%との和
ぞ差引たるものを以て表せり。

A 酸化法i二依る α，;1.r-繊維素の定量 前賓験と同様に 17.5%苛性曹達溶液中に 30分間浸漬し
粥Aえとなし溶液と分ち残査却ち αー繊維素は 71.99%硫般争力日へて全く溶解なしめ此れを重クロム酸

加里溶液にて酸化せしめ硫酸アンモニクム第一蟻にて滴定し其乃還元されたる重クロム醍bn里より

αー繊維素の量金計算せり抽出世波lま三分し一方は硫酸を加べて沈澱せるか繊維素ぞ探取せざる‘撲に

其主澄波を取り去り s-繊維素ぞ定量し既記の方法と同様に r-繊維素を計算せり、他の一方ば件識

維素を沈下せしめすして酸化し其盛定量し戸+r繊維素の量より T繊維業Cり量を差引き七 s..:識維素

の量とせり。

(三) 繊維素の銅i貫 一般に行はるおシユワ Jレペ法に依らすプν4デ一氏法に依りて測定せり勧

ち同氏の規定せる溶液を用ひてパノレフwを三時間煮沸し此れを施過し蟻明饗溶液にて酸化第一銅を盤

解し次に N/25j/ili..ンガン円安ヵり溶波にて滴定し還元ぜ色れたる銅を定量して此れまり銅債を求め千こ

り。

(凹) 粘度測定繊維素や溶f拝せしむる酸化銅アンモニヤ溶液は最初。クヨ 4チ一民法によりて試

みたるも要求せる濃度の溶液を得られす・放にギプソン氏法により溶液調製をなし大韓境定濃度iこ延

きものを得此の溶剤を使用して余の少しく改良せる粘度担11定装置に依りで其繊維素溶液の流出時聞

を測定し溶媒との比粘度を計算せり。

以上質臓によりて得たお化製的恒扱突の如し

試料費税 7ft分 E足分 αー繊維素Itノj天分 込-tFJレi爵精摘出量
No. 1 8.40 0.24 O;()f) 0.88 
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No. 2 

No. 3 

No. 1 

No. 2 

No. 3 

No. 1 

No. 2 

No. 3 

No. 1 

No. 2 

No. 3 

ボル トラシド常メントの粉末皮lZ就いて

9.24 0.25 0.07 0.8ヨ

10.95 0.31 0.09 0.70 

αー繊縫素 ト繊維素 y-織絵素

89.51 1.92 8.51 

88.52 2.42 8.99 

82.56 8.17 9.28 

酸化法に依る α.s.r-繊維素の含有量
C込 F γ • 

89.21 1.03 9.03 

88.62 2.62 8.97 

84.01 9.57 9.48 

綱領 粘度

0.64 日.72

0.76 5.25 

0.89 8.31 

く昭和 4 年度早稲岡大事理ヱ墜昔~服用化製科卒業論文〉

ボルトランドセ Jν トの粉末度に就いて

工準士高萩好美

〈要旨) 本研究に使用せる試料は磐城セメント株式曾枇四倉工揚の製品なり。セメントの籾米度

に就いては元来怖そ使用せられ各国は互に規格令設け其の標準怖を以て粉末の程度を定め居れり。

gllち日本は 4900jcm2の簡を用ひて其残誼 17%以下なることぞ要し、溺逸に於ては 10.000孔簡を

用ひ米国の二百番怖を!日ふるが知き之なり、然れども此等怖は如何に標準のものと雛も之節目を頴

微鏡的に観る時は非常なるtll遠のあることそ知るべし》故に 4900孔飾を通過せるセメント位子の大

きさを顕微鏡にて質測せるに 3-160micronの範園i二あり。然ゐi二節目令正確なるものとして理論

上計算を試みたるに最大なる位子と雄も 80micron以上のものは通過せざることとなる。弦に於て

空気分離機が考案さるるじ至れり。扇風機じよる法、座搾空気による法、遠心力~>>!f.用する法等あ

り。何れの法によるも比較的簡軍に均一の粒子そ分離し得るなり。木研究には扇瓜機を利用せる簡

輩な装置を作りfi.部分の粒子i二分離せり。而して各部分に就いて各凶同宛完全分析ぞ行ひたるに其

平均の結果は次の如し3

成分 番披 1 2 3 4 5 

Si02 21.6 21.98 2!.12 21.06 21.38 

Fe203 3.46 3.60 ;).50 3.40. 4.44 

A120~ 5.42 5.'20 6.04 6.42 5.19 

CaO 63.66 64.82 64.80 64.24 1)4.92 

S03 1.62 1.45 1.16 ] .46 4.45 
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MgO 2.4 0.98 1.25 ]，00 5.0司

灼熱減量 1.01 1.56 1.75 ]，92 2.06 

不溶解物 1.86 0.70 0.82 (¥.68 0:60 

以上の表より灼熱減量は粉末度高まるに従ひ槍加す。之れ枇子の微細なる程其の重量に比して表

面積大なるため水分 CO2の吸lJX大なるによる。叉 503の増加も知る。斯の知〈分析による各部分

の研究を行ひたり。

夏に物理的方面から各部分の研究を試みたり。的ち抗張力試験によって其粒子の大きさ 16micron 

前後のもの最大の強度を示すことぞ確めたり。

文粒子結合聞の蹴態、モルタJレぞ作りfこる時の腰接科としての接着脱憩を研究せんとして顕微鏡

的観察を行ひたり。位子の大きさじよりクリンカー其偉の粉砕世子の存するものあり。全く分解さ

れて無定形の結合をなすものあり。叉粉末度の進むに従って遊離石灰の結晶が多く存在することを

認めたり。

夏に命セメントはクリンカー焼成の如何に非常に影響するものにして均一なる品質と一様なる研

末を得るにめにはクリンカー焼成じi主意を要す。而して之も亦顕微鏡的試験により其良否を容易に

決定し得るなり。本研究に於ては併せてクリンカーの前究を試みたり。

本研究は以上述ぶる順路に従って試みたれども分離法の不完全による困難と此方面の研究者少き

とにより唯其一小部分の研究なることぞ遺憾とす。

以上役綿揺すれば粉末度の高まるに従って石灰分、硫酸分等のま曾加を見たり。之に反して灼熱減

量及輩位重量は粉末度の大なるもの程減少す。叉*硬率は粉末度と共に増大するに封して其蟻分珪

酸盟分は減少することを見たり。抗張試験の結果は位子の大きさ 16micron内外のもの最大の強度

そ示せり 3 的ち粉末度を大とするに従ってセメン トの性質は良好-となる。然れども粉末度大に過ぐ

る時はセメントは外部の影響を受け易〈長期の貯載中には終に其の特性を失ふに至るべし。従って

其位子の大きさには自ら或限界存すべしと信歩。

(1昭和4年度早稲田大撃理ヱ事部舷用化事科卒業論文〉

フゾレムアルデハイド・尿素透明縮合物に就いて

工墜士竹内 光雄

フ才Jレムアル7・ハ4ド・尿素透明縮合物は叉Hボロパス"、"ユレアレダン"JアJレドーJレ"等と稀され

無色透明にして附子の如き光津を有し、硬くして然も弾性に富む物質にして最近硝子の代用品とし

て有機ガラスの名の下に識者のi主日告惹く i二到れり殊に此の物が紫外光線令極めて良く透過せしむ

ゐ ~j l二関しては将来病院の窓硝子、植物温室の硝子とし工極めて重大なる用途ぞ見出す事と信1示。

文献に徴するにフドレムアルグハ4ド及び尿素より生すゐ沈澱生成物i二閥しては歌米に於て既に

1884年頃より研先せられたるが透明縮合物の護見並に此れが問先iま極めて最近にして H.John 
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(192りを其の最初となすものの如し、我聞に於ける批れが研究も極めて最近にして且少数l二過ぎ歩、

然れ共ボロパスの重要性質より見て一日もゆるかせにすべから?と信じ浅塁裂をも顧す司本研究に従事

せり。

著者の行へる賓験結果の要旨はさ欠の如し。

(1) 縮合野iを用ひ?してフドレムア Jレデハイド及び尿素を縮合せしむるときは生成縮合物はフυレ

?リンの 1容量に1tJ-し尿素(50%溶液)30%以下:a1JfJへし時のみ透明なり。

(2) アムモニアごと縮合資1Jとして用ふるときは透明範園は憤大せられフォル7リンに封し尿素 50%

溶液 10%乃至 60%J]fJふる時縮会物は透明なり、而して此の範囲内に於て製されたる寒天賦縮合物

そ室温に放置する時は青白色の曇を生する事あるも此れは英に加熱乾燥する事により消失せしめ得。

(3) 各種の縮合舟IJ:a比較例究せる結果アムモニアを最も良好なりと認めたり。

(4)アムモニアぞフォJレ7 リンの 5%用ひたる時は一定量:のフ tJレ?リンに針し尿去の量多き程縮

合時間早く尿素量除りに多きときは白色沈搬を生歩。

(5) フォルマ リンの容量と尿素(50%溶液)の量を 100:60となし此れiこ加ふるアムモニアの量を

按じて加へたるじアムモニアの量ぞ婚すi二従ひ縮合時間は次第lこ遅くなりアムモニアの量をj支封に

極度に少なくすれば縮合度次第に進みで迭に白色沈澱を生今、此の事貰iまへキサメチレン・アトテ

tンを使用するも間後なり、此の事より縮合剤は縮合を促進するものにあらすでして寧ろ縮合度の泌ー

度の冷大を防ぐ作川を有し遅緩御l又は安定斉1Jとも締すべきものなり。

(6) 縮合物の得率は添加する尿素の量の大なる程多きし前~の如く尿素を齢りに多量刑ふれば

白色沈澱を生令、依て著者iま縮合剤々増量する事により透明縮合範囲そ撞大し得られすやとの見解

の下に質験を行ひ、縮合剤としてク Jレトロピンを使用ぜる時はフォル7 リンi二針しクルトロピン 8%'

乃至 15%を用ふるときは尿素の量はフォル7 リンの 60%以下の時透明縮合物を得fこるがク Jレトロピ

ン 22%乃至 40%を加ふる ときは尿素をブすJレ7 リンに針し70%を加ITるも前総合物は透明なり。

く7) 以上の諸賞験より尿素樹脂の質際的製造法令決定せり。

(8) 縮合物の乾燥は最も悶難なる操作にして温度ぞ除りに高むるときは護泡する恐れあり、著者-

は 60・Cに 50時間乾燥して後温度を徐々に上け最後に 100'Cに?数時間熱して完全なる製品を得た

り。

(9) フυレマ リン及び尿素の混合溶波を蒸護硬化せしむる製法は最後の乾燥傑作に於て護泡し易

き事、 歪を生T'る事、 容積令縮小する故型を}日ひ得ざる事等の快盟iあ~) .此れを除く嬬著者・はア ム

モニずの存在に於てフォJレマリ y及ひa尿素の混合ら溶液ぞ放告 し生成せる卵白J伏沈搬を加熱盤f容器を用

ひて梢透明なる物質を得fこり。

(10) 製品の切削、研磨、若ー色。

(11) 結-合物はメチレンユリアの荷分一時併合障はり。

(12) 精管物め11生質 紫外光線を極めて良く楚渇す痕It~i.95 比重 i.割に唱して尚千σ)!~t二過ぎ宇光

線屈折率1.54....;1却にして向、子に匹敵す厚' ~ 75 i)レ仇昨結縁カ 2150OボJvI'なり化単業訓二討す
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吾、抵抗力は有機湾剤iユ，~一般i二安定なるも酸及びアルカリに以温H剤三於で比較的犯さ幻易し。

〈可否如 4 年度E喜稲岡大事。理事工部用周年母堅持卒業静~)

早稲尽際用1¥1，."命t空襲

硫酸アル寺弓ウ々の製造~:積い τ

卒

(要旨〉 現今硫酸ア Jレtニウムは製紙王業lこ於けるサ4ジンク1二叉浮水用に、色染工業に、

キ顔料の製造其他多方面に用途ぞ有し何れの方面に於ても錨分の合有を嫌ひ其除去法l二闘しては古

《より研究されたり。来将来の木邦のアルミニウム工業は粘土よりIH費すべく、其製造の第一階種

は硫酸アル tニクムの製造なるべきは多くの人により考へらるる所なり。予の研究は以上雨方面に

関聯せるものなり。

賓験の大要きたの如し。先づ.原料を小なる磁製の.ji'-1-~二入れ電気惜中にて一定温度に 3 時間熔境

す。電気櫨は磁製管にニクロム線を捲きたる簡草なるものなり。取出しfこるボートはデシクーター

vーー

昌野宇工事士

中にて冷却し秤量して減量を知り、フラスコi二移し硫酸にて鹿理す。硫酸は 400Beにして計算量よ

り少しく過剰を用ひたり。島理は煮沸せる湯浴中にて 1時間時々撹搾す。但し小金井壌土の時のみ

は15分とす。JJ<にτ稀樺して猫過しi慮液につきア JレEナ及蟻をアムモニアにて沈澱せしむる普通の
方法にて定量す。識は過?ンガン酸加里の滴定によれり。原料は次の四種を使用す。

愛知県草瀬戸産木節紡土

28.58 

1.79 

55.16 

12.:'18 

栃木県革小金井康コロイド壌土

28.69 

3.07 

37.89 

27.83 

"p度度ボーキサイト

6~.05% 

5.76 

3.04 

30.49 

朝鮮総書量産ダイアスポア

~Z03 74剥M

:FezOa ~.07 

Si02 7.06 

19n. 1055 14.59 

以上は皆空気乾燥物に就きての分析結果なり。是等の原料に就き熔境温度を種々に援へて行へり。

ダ4アスボア(AlzOa・H20)500'C附近にて分解して水を放出す。硫酸に溶解するア JレEナは 4000C

附近より徐々に増加し 600'ー700'C附近にて最高なるも 6%位にして問題とならす、米閣のアルミ

ナ原料の硫酸鹿理の報告中にもダ..f7.スボアは 5-6;3oなる事が記きる。織は熔焼により稿、々減歩る

900'C迄

ボーキサ 4ト(AI20a・2HzO)本邦に産出せざ.るも参考の矯めL二印度産のものじ就き質験を行ふ。

2.50'C以上 300・C位にて7J<を放出す。アルミナ溶解卒は温度をi高める程減少す。熔焼せざ.る ものは

8.0%以上の溶解卒を示すも弐第に減じて 900'C ì二て 35% 以下となれり。畿の溶解零も殆んどア)~

売すの令れと並行して減少す。ポーキサ4トの硫酸慮理には!原料の熔焼は却って惑し。

小金主F壌宇硫時島理時間缶詰分とす。培壊によりア Jレ〈ナ溶解容に大なる影響なし。

は 80%の等傍李を示ら織のそれは 70%位なり。酸化蟻溶解李は 700'C以上にて次第に減歩るが

事日くなるも明らかならぎりき。小金井壌土は熔1壊する必要なし。

ものの如し。要之本品は硫酸アルミニクムの原料となら歩。

粘土(AI203.2SiOz・2HzO)灼熱せぎるものはアル Eナ溶解卒 15.9'oi酸化繊溶解率 40Joなり L:が 500'C
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附近より念、激に増加し 600'C以上 900'C迄は雨者共 60-70%を示せり。他の丈献によるじ 950・C以

上にて丙ひ溶解卒を激減す。此の粘土は 600'附近に熔焼すること必要なり。

アJレtナ原料ぞ硫酸にて島理し之より純粋なる硫酸アルミニウムを得る方法i二再結晶法と蟻を比

澱する方法とあり。結品法i二就きτは遁ぶる必要なきも質探に於て硫般ア Jレtニクム又は明饗溶液
中σJ蛾分を第二銭より第ι戴i二還元し置く 11寺は結品iこ附着する餓分少.し。予の行へる賞験は此の再

結晶法に非らづ歩してアルコーJレにより結品を分離せしむる方法なり。硫酸アル Eニウムはアルコー

Jレぞ多量に加ふる11寺は結品そ沈澱するも硫般第二織は沈澱せ歩。先づ硫酸ア Jレiニウム溶液の濃度

t.e愛へてこれiこ41*量のアルコールを加へて沈澱する硫酸ア JレEエウムの量及び附着する繊の:量を
定量し、次に一定濃度の硫酸ア JレEニウム溶液に加ふべきアルコーJレ量ぞ捷じて同様に硫酸ア JレE

ニクム及嘩ぞ定量す。以上の質験に於ては濃度部きもの程硫般アル Eニクムは純粋なるも得量は下

り、叉ア JレコーJレ使用量多きもの程硫酸ア JレEニクムの得量は大なゐも不純なり。本法の工業的感

用はア JレコーJレの岡牧如何に聞はるも上記の如き結論より考メ、る時は望み少きものの如し。

織分t.e沈i殿除去する方法は策血躍によりプラシアン ー青として除く方法、炭酸石灰、水酸化石灰等

にて水酸化識を沈澱也しむるもの其他琉化石灰.過般化鉛、水酸化畿日金属亜鉛等による法等の特

許多数あの。予の質験せるはタンニン酸によりてタンニン磁を沈澱せしむるも切なり。 タンニン酸

は第一銭より黒色溶液ぞ得第二繊より黒色沈澱を生す。高ij者は 4ンキ製造の原理にしてよく知らる

る所なり。予が第二蛾にタンニ ン酸を加へて沈澱分離せしめんとの方法を質験せるは文獄中に硫酸

加盟硫酸ア Jレミニウム或は Jt他 J) 無機E豊中の繊分ぞ!徐く í~めに毘硫酸パルプ駿液を使用してタンニ

ン磁として沈澱ぜしむる特許より考へ、パルプ廃液を使用せ?とも直接タンニン酸叉はタンニン酸

ぞ多く含む樹皮等令使用せんとせるなり。質轍はタンニ〉酸溶液の添加量と錨分の除去卒及びタン

ニン材の量と浸漬時間等に就き少しく行へり。賞験数少なく断定的の結論ぞ奥へ得ざるも種々の思i

より考へて¥1寄*コロ 4ド化接的研究によりて賞用の可能性あるものと信i"。

。rg和 4 &f三度早稲 III大*理工科撃~~徳用化撃科卒業論文〉

桐油の乾燥に杭て

工製 ご1.: 矢嶋竿三郎

桐ililは他の乾性illl¥二比し其の乾燥性強けれども乾燥肢は光博j尽く t全面叉は過半面に小鍛波を生じ

白色不透明となり且つ外部のみならす内部よりも乾悶し其の乾燥l二閥するの性M犬他の乾性i山と頗6

相違する割j有るも従来用途も至って砂少なりしに近年乾燥力の強大なるため塗料原料としτ重要視

さるるに至り之が研究も盛に行はるるがJtの乾燥理論等に就きでは研究未花完からすして諸撃者の

;意見の一致を見守、之れ木明充ぞ行へる所以なわ。本質験に使用せし試料は不二塗料株式含Jitl:より!森

県せられたるものにて支那桐ilUなれども産地搾取方法及朋日等不明のものなり。其の特筆kt.ed)ぐる

i二次の如し。
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比重 (15・) 0.9417 沃素慣 177.7 鹸化慣 193.1 酸慣 3.34 屈折率(咋0)1.5165加熱試験 9分

50秒

乾燥現象に就て (0  光線の影響乾燥現象中膜の厚蒋の影響に就きでは常識的じ解決せらる

可き性質のものにして厚映の薄膜より乾燥の遅るるは理の蛍然の事なれば余は此の貰験を省略し光

線の影響に就き桐油、亜麻仁ir[]、住油、日本桐ilU四種のi山を用ひ日光の下及暗所に於ての乾燥を比

較試験せるに日光の下iこでは 9-13日聞にして乾燥を初めたるに暗所に於ては 60日間も要す。而て

4種中桐i自最も乾燥力強し、 ci山は何れも25平方糎の硝子旗に 0.2瓦位t.e塗布せり〕

(ロ) 乾燥野lの影響従来乾燥剤の研究は多くの人々によりて行はれ種々なるもの佐川ひたれど

余は Mn及 Co盤類を川ひ加熱方法によりボイ Jレi由を作れり而して桐i自に針し育ii者は 0.25%後者

は 0.1%(金属として)含有せしめたり朗ち FusedCo Rosinate， Fused Mn Rosinate，沈澱法に依る Co

Rosinate及沈澱法じ依る MnRosinateより作りし四種t.emひ日光の下及暗所(炭酸瓦斯気流中)の二種
に就き試験せり其の結果次の如し。

r.'used Co Rosinate Fu時dMn R田inate

塗布 E英
日光の下 H昔.Jirr 日光の下 時.Jifr

含泊最 0.0214grj25cm2 0.020 grj25cm2 0.0204 gr/2licm2 0.0204 gr/25cm2 

2日後 13.0% 9.'.)% 14.7% 9.8% 

3 16.8% 11.8% 14.7~G 10.7% 

4 16.8~;; 12.8% 13.7% 11.7% 

]0 ]5.8% ]1.8% ] 3 .7~百 10.7% 

14 9.9，-.ぷ 7.8~ら

19 ]O.~% 6.8% 

20 9.9% 7.8% 

沈澱法による MnRo喧inate 沈澱法による CoRosinate 

塗布膜
日光の下 暗所 日光の下 暗所

含 iflJ:量 0.0200grj:25cm2 0.0200 grj25cm'宮 0.0202 grj25cm2 0.0200 grj25cm2 

2 El q1; 13.0% 3.0% ]2.6% 11.0% 

3 14.0% 7.0% 16.8% 13.0% 

4 13.0% 8.0% 16.8予五 14.0% 

10 12.0% 7.5~; 16.8~~ 13.0% 

14 5.0% 8.0% 

19 7.0% 11.8% 

20 5.0% 7.0% 

是等の結果より綜合するi二乾燥剤が乾燥を促進せしむると同時に重量増加も同様促進せらる而て

明暗の閥係も古ij記同様の開係を保持す、叉 Mnぞ含めるj自の膜は Coを含めるものより乾燥カ強く

沈澱法による Rosinate t.e合めるi自の膜は FusedRosinateぞ含めるi自の膜よりも常に透明なり。

(ハ〉 桐i自に封する熱の影響 桐iI[]!ま加熱せらるる時は特有の慶化をなす而て桐i由は 100度以下

に 一熱する時は輩に乾性を増すのみにて沃素慣等には慶化無きも 282'に加熱する時は 9分50秒に

して同化し倫以下の温度にでも長時間熱する時は同様に同化す、而て加熱と共に分解進み沃素慣は



2'2 桐油o.:l書記繰に裁 τ

減少し醸1震は抗第に上嘉・すあ-i-見る。

空気そ遮断せる揚合

{諜酸瓦新築流中にt行へり)

lω 浅の揚合

1111線機関 稼業保 厳償 屈折室経く20つ
3 167.2 ~.95 1.5165 

6 163.3 5.46 1.5163 

11 161.5 6.02 1.5164 

16 160.6 6.28 ]，5165 

21 158.1 6.45 1.5169 

26 153.4 6.67 1.5170 

150皮の場合

加熱時間 沃素償 酸償 屈折率(20・〉

3 162.6 5.52 1.5100 

6 159.9 6.0;l 1.ち158

11 155.7 6.40 1.5156 

16 157.8 6.47 1.5156 

21 150.3 7.0Q 1.5159 

26 143.7 6.98 1.5160 

空気を吹き込みfこる揚合

100皮の揚合 150 I支の場合

加襲名時間 I.V. A.V n2. 加熱時間 I.V. A.V n2O' 
D 

3 160.2 3.82 1.5168 3 157.7 3.81 1.5160 

6 157.0 3.72 1.5168 6 151.2 3.76 1.5160 

11 153.5 4.09 1.5165 11 143.0 3.79 1.5158 

16 147.7 4.31 1.5167 16 

150'に加熱せるもの持 ]6時間にして同化せり、此の固化せしものは凹晦化炭素及エーテルi二難溶

なるため此れを鹸化し脂肪酸を得て分析せり。脂肪酸中和i買 206.34 沃素焼 14~.6 I絵 f~慣 176.5 平

均分子量 271脂肪酸生成量 73%。

脂肪酸生成量の少きは石油エーテル抽出の際石油エーア Jレ不溶の酸化酸を除去せるがために して

又中和慣及鹸化償にも差異を もにらせり。而て沃素慣の減少結果より推論しアウヱル氏ク才ルフ氏

等の結論はさて置き不飽和結合の所に重合起れる事を認めて不都合無きが如し。

〈ニ} 桐i!h頭取引Isの乾操生成物iこ杭て

軍撤結果省略

(ホ〉 蟻醜島理 アクヱル氏の1院議に基き蟻酸慮理te行ひ存るに Eibnerのl届ける所と略一致せる

結果~見.i\u~r の{鴎説æ肯定しi瞬き若手賞::e認めたり。

桐池乾燥iこ闘する考案以上の結果より推論して桐j商問乾操l主従来酸体そのものが乾燥の最大因

子の却〈考へらるるも4控除i由の乾時現象慎重合繍合の縞果i自の粘明度をI曾し共の位子 a邸rega匂して
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複合韓を作り港iこ題饗溶・渡に移動しゆさをれがある肱況に遥亨る時腰化す之が乾燥現象じ非?やと

考ふ而て酸化は縮合現象t.e鵠1=可き促進剤の如きものにて乾燥i二直接醐係あるものi二は非?と想像

す。〈務積~"r皮早稲聞大恐理工懐古T修用化暴科卒業論文〉

水素及び一酸化炭素より石油系炭化水素の合成

工事士頑田豊太郎

(要旨) 水素及び一酸化炭素より常盤に於て石油系炭化水素の合成に就き貰験せり。使用絹煤は、

コバルト・銅鯛媒、コ バル ト・銅・酸化マンガン蝿煤2種、ニ ツタル・酸化 7 ンガン輔媒、 コバルト酸

化7 ンガン蝿媒8種、銅・酸化?ンガン鰯媒の8種なり。

貫験操作、水素は亜鉛及ひ'稀bt酸にて護生せしめ過7 ン1/ン酸b日!fiの苛性加盟溶液にて洗糠し、

一酸化炭素は濃硫酸に蟻酸を滴下して加熱 し費生せる瓦斯は苛性加里液を通過せしむ。之等雨瓦斯

は 101附子慢に任意容量比にて混合導入す、貯蔵喝を出でたる混合瓦斯は瓦斯計量揮を通り、更に

苛性加里液、アルカリ性焦性浸食子酸溶液、語硫酸、盟化カルシクム塔ぞ通過して反膳管に至る。

反感管は電気温にて約 270-280'C に加熱す、生成せる重炭化水素は反感管t.e出で・冷却器を遁りて

受器内i二讃縮す。反感後の瓦斯li受器を遇過して更に 101硝子短中に捕集し必要に感じて分析を行

ひ以て反感y状態推移の考察に使ならしめたり。

鮪媒調製法 (1) 各金属耐酸鞭の計算量を磁製蒸輩皿に入れ 150-200・Cに加熱して過酸化窒素

を踊逐したる後字L鉢i二勝末となし喪ぴ上記の如く加熱し完全に過酸化窒素栓除去したる後少量の蒸

溜水を加へて撹持混合して泥航となし、之iこ純石綿(叉l志位脱健石〉め指物と等量ぞ混入して克会規

持して燭媒を附着せしむ。後約 100-::-l50'C にて乾燥し允る後反感5告に充填L少量の硝子毛にて燭

媒の位置を一定なら しめ、300-:-:-340'にて加熱しつつ毎時61にて水素ぞ遁じて還元す、水素の減量

なきi二至りτ還元を終れり。

(2) 他法は各金属盟顔の計算量を多量の7J<に溶解して鴻過せる後苛性曹建の稀薄溶液を加へて

生ぜる7}<酸化物を完全に水洗し.乾燥したる後(100.ー1l0'C)水素にて還元する事前遁の如し。

反感温度は 270-:-2&0.Cにして、瓦斯通過速度は毎時約 31なり。

(綿括) (1) コバルト・酸化?ンガン蝿媒 3 種、コバルト・銅・酸化 7 ンガン鯛媒 2 種、コ '~þ

干・長岡崎媒、ニツクル・酸化マンガン燭媒、銅，酸化?ンガン縄媒の 8種在使用し.常盛iこ於て、*素及

び一酸化炭素より、石油系炭化水素の合成に就き貰験せり。

(2) 其の中石油を合成 し得たるは、コ バル い酸化7 ンガ ン燭媒 2 種P コ パJレ い銅・酸ft ~ ン ガ

ン縄媒1種にして、コバルト酸化?ンガン最も良好なり。

(3) 水素、及びー酸化捷素の混合割合は 3:2 最良にして~ : ~ Iま遁かに不良なり。

く4) 崩壊の調製法鮒何1::;占り、同一燭媒にても、質験結果に及ぼす影響甚大にして.コバルト・
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銅・酸化 7 ンガ;..¥二就いては硝酸盟を加熱して製せるものは、石油合成し得たるも、盟類i二アルカリ

を加へて生する水酸化物より調製せるものは全く石油そ合成し得ぎりき。

叉耐酸瞳ぞ加熱して製せる蝿媒に苛性加里を加へてアルカリ牲とせるものは全く石油を合成し得

ぎりき。

(5) 反感温度は 270'-280'じして瓦斯通過速度は毎時約 31なり。

(6) 鰯媒の携物としては、石綿l主、粒脈経石より鮪媒の附着良好なるものの如 し3

(7 ) 石油を合成し得fこる宜験結果のi市要を示せば下の却し。

(イ〉 〈ロ〉 〈ノ、〉

鰯煤の種類及ぴ割合 Co.20g， Mn020g; 同左 Co7.5g，Cu4.2g，Mn05g. 

還元温度 。c 314-341 303-343 299-320 

*素遜過速度々時 6.0 6.2 5.6 

H2，COの混合容量比 3:2 1:1 3:2 

原料瓦斯遁過量く 1) 157.1 60.0 100.8 

反I!f!li.斯% 57.2 40.~ 46.5 

凝縮生成水分 c.c. 8.0 2;7 3.5 

石油生成章 0.7 0.1 0.15 

石油比重 0.7239(17j4.C) 0.7290 0.7502(1 Jj4.C) 

〈昭和4年度早稲田大事理ヱ号陸部R軍用化撃科卒業論文)

果糖製造法に関 す る研 究

工準士宮本 五一 郎

果糖は藤檎に優り爽快なる味ぞ有す。従って用途は薦慣と同様庚く甘味料と して用ゆるぞ得且つ

諜糖よりも消化吸牧容易なるを以て小児の管養に遁し叉糖尿病患者の甘味料として使用し得。果糖

iま結品 し難けれども此の性質はシラップ、ゼリー煉字L等の製造には却って利貼とする所なり。斯く

の如く果糖は薦糖よりも尚ほ優秀なる甘味料なれども唯高慣なる快動あり此の事が従来庚く用ひら

るるに至らざりし唯一の原因をなす。故に果糖つ〉安i買なる製造法の研究は現在最も重要なる問題な

るべし。

果糖は薦糖及び4ヌリンより製造する事を得。藤糖を原料とする揚合は之ぞ特化しfこる後葡萄糖

や臭素又は盟素を用ひて酸化し果糖ぞ分離する方法あれども此の方法による時は果糖も多少分解し

て損失を生歩るのみならT葡萄糖を全く庭物となす快黒占あり故に本研究は果糖ぞ石灰化合物と して

葡萄糖より分離し果慣と同時に葡萄慣を悶lJXする方法を採れり。 4ヌリシlま家易に加水分解して果

糖fJ)みぞ生すき従って4ヌリンもすT、果糖の原料と して遁首なるものと認むる事を得。

本研究は fヌリンの原料としては栽協の最も容易なる菊芋を揮び之より果糖を得る方法並びに其

の牧得率を決定しfこり。

藤糖より果糖を得るには先づ薦糖より輔化慣を調製するそ要す。而して消石灰i二依り果糖をJiJレ

シウム フラク トゼート として葡萄糖より分離する時の原料と しての轄化糖は 10%溶液を可とす。印
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も特化惜の ]0%溶液ぞ O'Cに冷却し粉末消石灰ぞ加へ劇しく且つ充分に振註したるものぞ直ちじそ

の位。'c¥二約 24時間放置し、遠心分離機により 3000R.P.M.乃至 4000R.P.M.の速度にて5分

間以内にカ Jレシクムフラクトゼート部分と葡萄糖却分とを分離したり。

弦に於て古ii者を約 20'Cの7}(に懸垂しJI手々撹搾しながら数時間放置し之ぞ蕗酸にて中科lし諮過し

て描液に果糖溶液を得。又後者は直ちに楼酸i二て中和し櫨過して描液に葡萄楢溶.夜を得。

此の質験操作に於て果筒、葡萄捕方分離率に影響を及ぼすものは粉末消石灰ぞ輔iヒ糖溶液に加へ

る際の振滋の長短、緩i鏡、冷却A九哲及び遠心分離機の悶韓政等にして相首に大なる影響あり。印ち

振i盈は激しく長く行ふを可とし冷却賦態は O'Cに 24時開放置するぞ可とし遠心分離機は岡韓数

400:) R.P.M.以上を可とす。

分離卒を見るに果糖溶液部分と葡萄糖溶液部分止はその混合古~J合を異に し葡萄糖の損失は果樹の

それに比し稿大なりo@J1ち果糖部分は、果糖・葡萄糖=4・675:1にして葡萄憤部分は.果糖:葡萄糖

=1: 3・190 なり。是等溶液は結晶析出或ひは更に消石灰を作用することに依りてその純度をま曾す~

得べし。

此の場合果慣の牧得率は薦憶に針し約39%にして葡萄楠の牧得率は薦糖に針し約34%なり。

次に菊芋より果糖を得るには先づ菊芋より 4ヌリンを抽出し吹いで4ヌリンを糖化すれば可なり。

此の揚合11h出せる 4只リンを析出精製後、精i民4只リンより果糖ぞ得る3ケ法あれども菊芋の|探には

" J(リンの析出月九態悪しく而かして其俵fヌリンを楠化せる糖化液は脱色炭に依り 容易に精製され

無色透明無臭の果樹溶液を得る故本研究に於ては4ヌリのン析/1'.を行はすe-1ヌリン111山液を l直ちに

楠化したり。郎ち菊芋試料金採り遁常量の*を加へ沸騰水中に加熱してイ只リシを抽出し衣いで漉

過し残澄は再ひ~*を加へて同様の操作ぞ行ひ強過し描液を合 IA主珪は夏i二少量の熱湯そ以て充分i二

洗練し残澄にイヌリンぞ含む事なきに至らしむ、市して施液及び洗糠液~合し硫酸を加へて 0.75 % 

の硫酸溶液となし常歴の下に逆流冷却器ぞ附し蒸煮温度 100'C恭煮時間 30分にτ糖化したり。決

酸石灰を以て中和し描過したる後 50・Cに於て脱色炭を加へi慮過して果糖溶液そ得fこり。

此の場合果糖~X得率は菊芋乾燥物にますし約 76・3% にして原料菊芋に針しては約 14.4% なり。

斯くじて得?こる果糖溶液は之~具室恭琵器によりて濃縮し濃厚なるシラップとなし一部分はその

僅水溶液より結晶を作らしめ一部分は之に無水酒精ぞ力Ilへて市古品在析出せしむ。水溶液よりは藤糖

よりの果蹄も菊芋よりの果糖も甚fごしく結晶を作るに困難を感じ僅かじ底部に結品の極細かきもの

を認めたるに過ぎ歩却ち長時間の聞に徐々に水分を失はしめるを要す。酒精よりは雨者共直ちじ白

色の果慌の結晶を析出したり。

@nち果慣は酒精よりは容易i二結晶を作るも水溶液よりは甚だ困難にして且つ酒精に依る結晶も空

気中にて直ちに水分を吸牧しτシラップとなる。

故に商品としては結晶としてよりもシラップとするぞ可とす。

木研究の結果菊芋より果樹の製造の工業的に有利なるを特に痛感せり。

(昭和4年度早稲悶大事湿工準認磨、用化事科卒業論文〉
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竹材の研究

工製士鈴木 貞

仁要旨コ 著者は竹材の研究として竹材の分析及び酸性亜硫酸石灰による蒸解中の間羽各成分の畳

化の杭哲ぞ調べたり。

仁試料コ 本賓験に用ひたる竹は静岡鯨潰名郡豊直村字恒武産のまf:け(墜名 Phyllostad明 quilioli，

F.M.)にして一年生全長約6米なり、而してその分析は中部及下部、蒸解は中部に就き行ひたり、分

析試料は 80-100mesh蒸解試料は 50-80meshとして用ひたり。

E分析〕 分析は水分.e足分ベンゼン抽出分、アルコール抽出分、リク'ニン.ペントザン、純繊維素に
就き行へり、ベンゼン及アルコール抽出にはソヅクスレーI:h出器を用ひ、リク'ニンは硫酸法、ぺントザ

ンはフロログルシノール法、純繊維素はジーペル及びクォJレター氏法を用ひたり、今中部の分析結果

を取り木材の成分と比較すれば失の如し、木材成分としては高官氏(早稲田感化曾報第 7税 13頁〉

によるエグ松の成分をとれわ。

灰分

1t ヰオ 木材

12.30 10.18 

1.59 0.48 

0.40 1.83 

2.64 2.33 

23.47 31.51 

d
p
 

ehv
e
 

?
 
謝料設燥乾

分

下以

L比
戸

吋
，
z

ペンぜン抽出

."ルコ-Jレ抽出

リグ=ン

ペントザン 24.55 8.54 

純維織素 4;{.82 49.94 

以上の分析結果にて見る如く木材に比し竹材はベントサ、ンの婁渇に多く，之れ竹材の特長とする所

の成長の速なる事に関係あるものなるべし。

純繊維京の含有量lま雨者著しく呉る所なし故に成分の上より云へば竹材も十分製紙原料として用

P得べき可能性ある事を示す。
〔蒸解コ燕解液iま市販の酸化石灰を乱脈とし水にて薄めて之にポンプ中より液化亜硫酸をガス賦

tこして逮入して製せり、その成分究の如し。
total 5九%=5.69% free 502%=4.56% combined S02%= 1. 1 ~% CaO=0.1386gm./100c.c. 

蒸解纏としては蟻製才ートクレープの内側全鉛張りと L・I・用ひたり、温度は 130'Cとし!貼火より

130'Cに至るに 90分 130'Cより常温に復するにも凡そ 90分ぞ要せり蒸解は3同行へり、パルプ

救率三たの如し。

会議解時間

パル7'J!k率仁無*物〉

3 

93.33 

5 

80.00 

7 

74.56 

蒸解による各成分の援化は分析によりて験せり、D<分lま蒸解の初め著しくI脅加するも直-!?¥二減少
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す、ベンゼ ン抽出分は最も速に減少い きたはりク〉ジ良ぺジ F タン~lM等 しく減少す、 ナル コーJレ抽

出分は初め僅に増加し直ちi二減少せり、純繊維素は初め僅に減少し後は殆ど饗化なかりき、本賓験の

範閣に於ては蒸解7時間のパルプ最も品質よし。(昭和4年度早総聞大皐理工部感用化撃科卒業論文)

慮義 義〕

燃料及爆薬原料t[._，てのペンタール及トル才一Jレ

工製 :士肝 付 乗英

〈昭和 4年 5月受理〕

一、概説

ベンゾーJレ及トル才一Jレは爆薬(ピクリン酸及トリニトロトル才一ノレ)製造の主要原料として闘防

土快く可からぎる重要資源たるは額著なる事賓なるが平時産業上に於ても染料工業、護諜工業ぞ始め

とし芳香族有機化・撃薬品及菌薬の製造、塗料、香料其他電気絶縁物、防水具の製造等に多量使用せら

れ現時化著書工.業の必需資源fこり。

加ふるに税近自動車及飛行機が交通機関止して盆々護建し究第に高座護動践を使用するに及びて

之が唯一の燃料たるガソリンi二不足を来し且つノツキンク'なる快陥を生するに至れるじより乃ち之

を補ふべきアンチノツキンクーェーデエントとして j;lソリン中じ多量(30-80タのを混合使用せられ且つ

叉軍濁にても優良なる高歴震動機用燃料にして向ガソリンよりも慣調低廉なるじより需要頓みに増

加し今やその重要性は燃料問題上にも及び、闘家的に極めて重要資源fこるに至れり。

主見今ペンプール及ト Jレ才一Jレの工業的製遣は主と して 石炭乾溜によりて生すゐ石炭瓦新の洗糠及

コーJレタールの蒸溜によりτ得らるる軽油より精製せらるる ものに して郎ち瓦新製造工業及骸決製
造工業の副産物と してI岡牧せられ他にアセチレン又はエチレ ンより量合、或は童油よめ製造する方法

等あれども未記仰れも平時工業としτ成立するに至ら歩。

以下濁逸.tJ]l蘭西及伊太利に於けるべンプール及トルオールl匂4欠航況及本多1Iに於ける瓦新製造工業

及骸炭製造工業とバンプーJレ、 トJレ才一Jレ岡牧賦況を遁ペんとす。

二、猫逸、税蘭西及俳未利に於けるインゾーJV、ト JVォ_/V向牧扶況

元来石油資源、に乏しく而して敵洲大戦に於て燃料及爆薬の不足に痛き経験を嘗めたる濁逸、傍;蘭西

及伊太利l二於ては戦後法律令以て瓦新製造工場及骸炭製造工場に針し副産物としてえンアール及ト

ルオールぞ岡牧すべ、き義務を課せり。

各々の問牧i二関する法律の内容左の如し。

A.濁逸に於けるバンプーJレ、 トJレ才一Jレ悶牧に開する法律

煽逸ノ:元新製造初aシチ 1年=イナ2'00禽立1j.米以上/製通量チ有スルモノノ、法律=三リ;6.旋支所1}t方米
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=イ寸ベンゾ-Jレ叉ノ、トルオールガ 15瓦以上存在;0.1レトキノ、之ア同4lcスJレヲ要・シ業ノ:石炭友続発さ量ノ、一立方

米=ツキ 4，500カロ 9-7'超ユ可カラズ。

叉「コールタール1'"、鎌氏 liO度以下=於テ之ヲ藻i留シテ得ラノレル生成物ヲ探取スル=非ザレパ之7奴賢ス

ルコトヲ得::?::。

右法律ハ 1926年7月1日質施セラル可ク規定ニ違反シタルモノニ針シテハ罰財ラ設クタリ。

B、側聞に於ける瓦新事業よりペンプーJレ系炭化水素岡1&に閉する法律 (l923年7月 22[J法律〉

第一除本法公;{ji以後石炭瓦斯/"製造、供給=閥;0.)し一切/新協定叉ノ、変改協定中=於テ石炭瓦斯ノ性質ハ

寡ラ定堅熱量(水蒸気/凝縮熱量ヲ含ムコ=依リテ明カナラシムルヲ要z

主主=聖書求スル数量ノ最小限度ノ、徹氏零度及竪カ水銀柱760rミりメートルJノ状態=於ケノレ乾燥セル瓦斯ー

立方米=付 4，500rカロリー」ヲ趨ユルヲ得ズ亦 3，500rカロ PーJ7'下ルヲ許サズ。

然レドモ地方的事情.阪移設備、又ノ、骸炭製造燐所在地問返/:事情が事業上不治ノ;買捻ナ夕 、低熱量叉斯

ノ供給7'{'兎トスル際=於テノ、コノ限リー非ズ、1!!シ熱量ハ上掲ノ篠件=徐ヒ計量セラレタルー立方米=イナ

4，000 rカロリー」ヲ超ユノレ7'{ljズ亦日，000rカロ リー」ヲ下ルヲ詐サズ。

前掲除外例ノ混用=就キ協議調ノ、ズ叉ノ、疑義7生ジタル場合ノ、技術2立製法務問委員合及瓦斯!照明事業諮問

委員合ノ意見ヲ徴シ内務、商工、陸軍ノ三大陸協議ノ上命令7以テ之7裁定見

第二f条 石炭:J;(斯製造所叉ノ、骸炭製造婚経笹者ハ(若シ常該事業jJ許可公盆事業ナJレカ官業ナル揚合=ノ、内

務大臣ノ同意:7'絞9ル上〉商工、陸軍、雨大臣/漣名 7以テ溌セラ Jレノレ省令=依リ其ノ生産=係Jレ瓦斯中=

含マルル国防=閥係アル産業治設叉ノ、製造=必要ナノレ種々/化撃的生成品叉ノ、乾鋼生成物ノ同4lcヲ命ぜラ

ルルコ トアルペ シ。

第三除本法ノ、「アルぜ PヤJ上下関「ライン」及「モゼル」鯨=モ之ヲ適用見。

瓦新事業よりベンゾール系炭化水素問牧に関する法律の適用

商工大臣及陸軍大臣は瓦新事業詳可書又は石炭瓦斯の供給若は配布契約書に記依せらるる瓦斯成

分の格付ぞ決定し且瓦新生産者に種々の生成品の岡牧を命じ得る 1922年7月22日の法律及さたの事

項に基き内務大臣の同意を経て下記の如く決定せり。

一、仰白衣斯舎社(rロベール、ルサージ....J合社、在巴箆「エクセノレマン」街 105番地〉ト「ジユグイジー」鐙=

町、n丘町村ノ「シンデイケイト J(rアグロ y、シユール、セー買 J.rアテイス、モンスJ.rドラグエイユ」、「エヒネ
一、シユル、オルジユ J.rイ プリ一、プライ 、プール、 タ9=0ー」、「 ジユグイジーJ，'モルサ Y、シユル.オルジ

ユ」、「ソアジ一、ス一、エトアールJ.r1)'イル.モアツソンJ.rグイノレヌーグ、ル、ロアJ.rグイトウリ、シャンテ

イオン」等ノ町村=照明瓦斯供給ヲ目的トエルモノ 〉トノ!笥品交ハサレタノレ 1926年3月 15日ノ契約。

二、 1926年9月1日「ジ品グイジー」説ユ附近町村ノ「シンデイケイト」委員合=於ケル討議及業ノ際ノ留保。

三、]927年1月10日附併F白瓦斯舎枇ノ文書及其ノ中=矯サレタル留保

第一俊傍白衣斯合社内木令日附ノ日ヨ 92年以内=.rベン ゾーJレ」岡4lcノ篤其ノ「ジユグイジー、シユル、オ

ルジユ」ノ工場=於テ後生;0.1レ石炭瓦斯全部ヲ底辺見ル=足2レ機械、設備ノ設置7完了z可シ。

而シテ右期間完了ノ際ノ、遅滞ナク工作物機略説明書ヲ添附セル施設報告書ヲ商工大臣〈図立波飽燃料局〉及

陸軍大臣〈火薬部〉宛提出z可シ。

第二後 部1T条=掲グル機械、設備J、技術的叉ρ 経済的降客困難ノ:在ラザル限り総績事業トシテ純持セラルル

モノト λ

「ベンゾール」同 J~lc作業 7一部叉ノ、全部八日以上=亘リ休止シタ ル揚合ノ、蛍該合主1:'"、遅滞ナタ理由報告書7

作製シ商工大臣及陸軍大医宛提出;ス可シ、雨大臣ノ、必要アル揚合=-... 、舎枇=針シ其ノ決定7'il!i告スルコト

アル可シ。

第三倹本令ノ;施行=-ftテハ商工大臣叉ノ、陸軍大医=依リ任命セラレタ ル監督官業ノ賞品任ズ監督官ノ、其/
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磁務執行ノ禽傍白叉斯曾社所有ノ「ジユヴイジー」工場=自由=立入ルコトア得。

1928年 8月 7日於巴里

陸軍大臣ポー島、パンル・グエ

商工大医 モーリス、ボカーノウ λ ギー

ぺングーノV系炭化水素同牧に関する法律の適用を受けたる曾赴表

市町村名

巴里

ジヤンヌグイリエ

ボルドー

リオン

ル・マンス

ル・アーグル

リームズ

グエノレサイユ

ストラスプ』ーノレ

ディヂヨシ

!)-Jレ

モンペリエ

=.-・ム

トウール

トロイ

リモージュ

Jレwー-'-ー

クレールモンフエラン

=ース

トウーロン

ピア Jレりツツ

ミユルハウス

キユツセノグイシー

グルノープル

アング』ーレ』ーム

カンヌ

クロア、ウア Z、ク アJレ

シェルゴール

モンペ Fアール

ナンテル Pエイュ

ゲアランシエ;/;.

コルマール

プールジュ

カアジ

カレー

プーーローー=ユ、シユル、メーール

食訟:s

巴盟友斯曾量f:

照明、媛房、原動カ〈用式斯供給〉舎利:

市毛筆主主斯、電気合枇

リオン瓦斯曾枇

水道照明合社

ウーロベエンヌ舎J社

又斯、照明合同舎一社

文新合同舎前士

アロック舎社

式新、水道f雪量士
コンテイナンタル舎祉

関南瓦斯電気合j仕

瓦斯聯合含枇

傍箇及海外瓦斯合祉

水道lI:斯合祉

A斯、照明会同舎示土

ルーページエ ンE含量士

オーグエ Pレ=ユ*カ電気合社

昌一ス文斯舎祉

西南瓦斯電気曾枇

プールボンネー舎祉

ミユルハウス瓦斯曾祉

プールポン字}令社

ラ、プイル合枇

主主斯電気合社

ジユヌボアズ舎枇

デクレ曾祉

瓦斯水道含量士

ウ一、セ一、エ 7、ド、モンペ Pアール合従

武斯聯合含量士

照明及暖房舎枇

ラ・ド‘イル曾祉

ディストリプユシオン、レジオナノレ舎枇

ウ}ロベエンヌ含量士

傍t.IIllmll:斯H賢明含量士

ウーロペエ:t:sc舎枇

省令公布日附
年月日
1925.10.12 

1925.10.12 

1926. 2.26 

1926. 3.16 

1926. 4. 2 

1926. 4.27 

192(1. 4.27 

1926. 4.28 

1926. 6. 8 

] 926. 6.11 

]926. 9. 4 

]926. 9. 4 

1926. 8.17 

19211. 9.15 

1926. 9.15 

1926.9.16 

] 926. 9.16 

1926. 9.16 

1926. 9.16 

1926.10.14 

1926.11 :~O 

1926.12.21 

]9J6.12.21 

1926.12.21 

1926.12.21 

1926.12.21 

]926.12.23 

]927. 2.11 

1927. 2.21 

1927. 2.21 

1927. 2.21 

]927. 3.14 

]927. .3.18 

1927. 4. 4 

1927. 3.18 

1927. 4; 4 

29 
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トウールーズ 主主新泳選傾明舎重正 19'27. 3..話

フオンテイプルー 主主斯水道合最士 ]927. 5.10 

アヴイ=ョ y オーグエル=ユ瓦斯舎註 ]927. 7. 5 

ペル ピ=ヤン 主主斯水道聯合合枇 1927. 7.12 

シヤル‘グイル 傍蘭問照明曾J祉 ]927.8. 1 

Jレ、クルーゾ シユナイ デル合社 ]リ27.8. 1 

ベ日 グー fJli圏及海外瓦斯含量士 ]927. 8. 1 

プロア リォ γ又新婚旬j幸子社 )927. 9.10 

巴 里 文斯聯合~1雪社 ]927.9.10 

ノマアイオンヌ プールボンネ-T吉社 1927.12.20 

クードケルクラ プ=シユ l¥斯照明唆E号令祉 1927.12.22 

T ジアン 瓦新電気聯合令祉 1928. 2.18 

ジユグイ ジー 傍白瓦斯、合枇 ]928. 5. 7 

ポーグエー ボーゲ3ιーヨミ斯令指: 1928. 6. 1 

c. 伊大利に於ける石炭瓦斯及ター Jレより経1lU同牧に閲する法律
第一係商工大臣ヨリ各工場者手=夫々規定セラノレ可キ期限〈如何ナル揚合=於テ モ仮令現行規定=紙鰯スル

コトアルト モ 1926年 1月1日ヨ リ遅延 スルコトヲ待・ズ〉以後=於テ 200蔦立方米以上/年産額ヲ有スル

石炭瓦斯製造工揚=於テノ、特BIIナル契約ナキ限リ主主新 1立方米aツキ少ナタモ HiJ;(;ノ r~ !/グールJlえ「 ト

}Lオール」ヲ生産スル=必要ナル軽油7採l伏見 Jレ=非ザレパ瓦斯ヲ販資スルコトヲ得ズ。

「ベンゾール」抽出 /義務アルJ;(;!lfr工場=付テハ乾燥状態=於テ l立方米=ツキ 4，500r力ロリー」以上ノ熱

量ヲ要求スルヨト ア得ズ。

第二除商工大臣ノ、内務大臣並=陸海軍大医 ト協議ノ上石炭乾i回 = ヨリテ生ズル 1~斯ノ毎 l 立方米ヨリ同 .lJk

ユ可キ軽油ノ 最小限度 7~豊夏スルコトヲ得。

第三篠 石炭瓦斯ヨリ軽油ヲ問牧ス可キ!ili務ノ、現在=於ケル総テノ「コークス」製造所ユ モ之ヲ適用見。

111シ此ノ!場合=於ケル「ベンゾール」ノ向.lJk鐙量ノ、普通ノ方法=ヨリテ瓦斯ヨ yrベンゾ-}レJヲ抽出シ得ル

最大量ナラザル可カラズ。

第l引篠 木令公布以後瓦斯工場「コーク ス」工場「タール J工場及「タール」軍事賢人ノ、競氏 170皮暦カ 760粍=

於テ「タール」ヲ蒸溜シ之ヨリ軽油ヲ採取スルこ非ザレパ石炭ヲ「コークユ」ト潟見場合得ラルル革1)生物7版

資シ叉ノ、自家用=供スルコ トヲ得ズ。

但シ生産セル「タールJ7iベンゾール」抽出 /義務アル園立/f!J_}レ」蒸溜JiJi=.収資 λ 凡揚ー合=ノ、r!Jール」

生産者ノ、「タ ール」 ヲ毒事i留7-)レコト 7~セズ。

r !J- }レ」生産者 ト「 タール」蒸i留者 トノ間二r17-}レJ償格ノ協定成立セザル トキノ、仲裁委員ノ決定スルト コ

ロz候ル モノト λ仲裁委員ノ、商工大臣ノ任命スル三名ノ委員ヨP成リ ー名ノ、硲工省官変二シテ議長 トナリ

他 Jニ:gJ、r!J-!レ」生産者ト「タール」蒸i留者/委任セル者各一名宛トス。

<Il三援額 10蔦厨以下ノ「 タールJ7生産7-)レ工場=封シテノ、「タールJヨP軽油ヲ同.IJ!Cスルノ義務7免除ス。

而シテ年産額 20政託子7超エザル「タール」工場=シテ若シ最寄ノニ工場ヨリ「タール」ノ買入ヲ拒絶セラル

ルカ叉ノ、償絡ノ協定成立セザルトキノ、同様=経消問.lJkノ義務ヲ免除ス。

第五係 r ~ ;/ゾール」同.lJkノ義務アル瓦斯工場及「 コーク月」主揚ヵ・本法第一際/規定スル短消費主量ノタナク

モニ「分/九ヲ同.lJkセザル場合ノ、其/不足セルー「キログラ ./J;J毎=-0.3 Lire I罰金ヲ課ス。

「タール」蒸溜ノ 義務アルモノ.rIJール」収費者、若クノ、「タール」ヲ自家二於テ使用スルモノガ第四俊二規定

スル蒸i留ヲ篤サザルト キノ、毎 100rキログラム」ノ「 タールJ=-封シ 25Lire /罰金ヲ謀λ。

第六俊樹主大臣ノ、本令/;施行ヲ監督ス。

商I.大医ハ工場監督官及技術官ノ援助=ヨり 監督7行 7。
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商工大臣ノ、本監督ノダメ必要ナル揚合=ハ計量的及技術的ノ管理=踊スル規定ヲ定ムルコトヲ得。

瓦斯及タールより軽油同lJ5C¥二閲する規定中計量及技術に閥する規定

く1925年 ]0月 24日商工省令〉

第一篠 ]926年 1月 1日以後総デノ瓦斯工場「ヨークス」工場及「タール」工場ρ常時次除品規定見ル趣旨=

依りテ日々ノ記録ヲ作成シ且ツ之7保存z可シ。

該記銭ノ、技術及工業監，~手官立立=工場及勢働監督官ノ請求アル トキノ、之ヲ提示セザル可カラズ。

第二篠年産額200l自立方米以上ノ瓦斯工場ノ、月々生産=胸シ次ノ:事項ヲ記入ス可シ。

A 工場計量器ノ;数字

B 瓦斯ノ生震高

c lC斯ノ平均熱量
D 乾鰯=使mシタル石炭量
E r?ール」生産量:

F lC斯ヨり生ズル車11製軽油

単位立方米

カロリー

問
削

滋

百

問

削

G 粗製車里泊ノ;町・中ョ P精製シ得ル「ペンゾ-JレIトJレオール」ノ:量

其他日日=於ケル取引タール蒸i留所名、取引敏量.取引場所、取引「タール」所ノ所在地、取引先人名ヲ記

入ス可シ。

若シ小工場者二シテ「タール」ヨリ軽油ヲ同牧シタル場合ノ、同 ~k シタルr ?ー ノレ J : 付「タール」蒸溜所ト問機ノ

手績ヲ ~λ ヲ要シ且同~kセシr~ ンゾール」ノ量ヲ記入ス可シ。

而シテ日日二於ケル車豆油取引先ノ商底名及場所及軽油厨中=於ケル「ペンゾ-Jレ」ノ:量ヲ記入ス可シ。

叉各含量士及工場ノ、自家胤ノ!mi自治粍量7記入Zベシ。

年産額 200 硲立方米以下ノ瓦斯合社ノ、車~i出向~k: 開スル記録/作成ヲヨ喜セズ立立: 1923年 9月 6日勅

令 228l銃二依リテ規定セラレタル「タール」ノ自由服賀ノ能カヲ有シ皐=月月=於ケル瓦斯生産=要セ Jレ

石炭消費量ヲ記入スルヲ以テ足レリ。

第三像前記勅令第一{条=規定セル石炭叉斯ノ容積ハ乾鰯=使用セル氾妓ヲ 300傍シ立方米ヲ以テ表ハス

(fベンゾーJレ」同』孜前ノ容積ト λ〉但シ「シック」式叉J、「レトルト」式、 室式ノ:方法=ヨリテ瓦斯ヲ乾i留セル

場合=於デノ、其ノ都皮 192;1"F 9月6日ノ勅令第 2281~.虎ノ第二{条ヲ泡用ス 。

第四徐被.テノ瓦斯工場ノ、商工大臣ヨ P興へラレタル工場設備ノ;様式註=能力ユ閥スル質問=針シテノ、1926

年 1月 15日迄=商工大臣〈工場監督局長):報告スルノ義務7有見。

術総テ/'1i..斯工場ノ、毎年 1月 15日迄=第二除=依ル前年度ノ記録ノ銭翠ヲ商工大臣=報告スルヲ要ス。

第五f条 「ベンゾーJレー摘出ノ義務ヲ有スノレ工場=シテ軽油生産額ガ本規定第二{条=規定セル軽油生産額ノ 9

骨IJ:主総タザJレトキノ、溺工大医〈工場監督局長〉ノ、司法蛍局=告訴シ 1925年 4月 17日勅令713務第五除品

規定セル刑ヲ施行ス

値シ軽油生産額ノ不足ガ設備ノ鐙夏AAノ、規定ノ盛夏叉ノ、機闘ノ修理=基ヅクトキノ、商工大陸メ、向後二ヶ年
以内 ζ 於ケル車豆油生産高ト合計平均スルコトヲ許可スルコトアル可シ若シ該延長期間ノ終期=於テ倫軽油

生産額ガ規定総生産額ノ 9割=-j滴タザノレ トキノ、本1奈第一項ノ:規定5'imi用ス 3

第六徐「コークス」工場ノ、第二係=規定見ル指鍛ノ記録ヲ保容λJレ義務7有シ、且ツ前篠規定ノ適用ヲ必要

ト;;1..}レ場合ノ、第四{条二規定セル報告ヲ行フ可シ。

第七徐 rI)-}レ」藻i留所ノ、 J926年 1月1日以後、購入セル「タ一所」ノ ;殴量並=業ノ購買先、 170皮=於テ

軽油同~k=. 使用セノレ「タール」ノ;般置、軽油向~lc後 /r l) ール」扱量及其他同Jjk -t Jレ副生物ノ鍛盆ヲ記入セル

日々ノ記録ヲ作成シ之ア保存z可シ術阪貿セルr?-Jレ」及毅泊二付テハ其ノ;殴量、購求者ノ住所職業、氏

名 7記録λル7要見。

X新工場及c?_}レ」工揚ノ、毎年1月 15日迄=商工大臣〈工業監督局長):前年度ノ記録ノ潟シヲ提出ス可

与〆。
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第八徐11:新工場.l!I!~ -Ji-' i工場面於チ使用兵j(;:r.J世』町及智由〆器糟""'''嶋、テ内容拘ヲ糞J健主テ計量見
ル=可能ナル如キ慮震 7施シ、』主タ見本 / i抽HI強盗〆可B~ナル露寵 7施ス 7華~Ã。

(1925年 10月 24日省令〉

以上の如く濁逸、俳画南西及伊太利に於けゐ該育面、の圏内槍産に針する努先Hま吾人の推量を遥かじm
づるものあり。

斯くして問*せるべンゾール・トル才一Jレlま濁逸に於てほ年々 30高廼(モーターベンアール〉ぞ超

過し同園じ於て震動機用燃料消費の55%以上金補給し寧ろ主要費動機用燃料たるの賦況を示しつつ

ありて、前同岡の石提乾溜工業より見るときは年3o高貫主のモーターベンゾ一介在生産し得ペしし

傍繭西にありても右法律の適用後未だ日混と大なる生産を見?と雄も

年次

ベンゾール生産高

1913年

]O，500~ 

1923年

23，OOO~ 

の如く年々生産高を増大し漸次妓果をMcめつつあり。

]926年

間，300~

]927年

61 ，200~ 

伊太利i二於りあ最近の燃況は遺憾ながら詳かならす事 il925年〈法律護布前〉は綿計 42鈍越なり 3

三、本邦lこ於ける克斯製造工業及骸炭製造工業 t

イングーノv.トノV オーIV岡股肱混

我園瓦斯企業の端緒以約60年目手話iにしてt開会嘗初に於では街盛期として之が利問を見たるに過ぎ

ざりしが爾後文化の向上護展に連れ漸次燈火用並Iこ動力用時代を経て家庭熱用Il手代t二移rりたるもの

にして此の間時l二事業の盛衰南長ありたれども大腿順調なる琵達金謹け逐年需要の増加を見、以て今

日に至れり而して向一般家庭及工業方面i二於ける需要増加の犠地綜ヵfこるものあゆ。

郎も本邦住民の生活様式は住居は木造平家を習慣と し且つ家捷燃料としては薪、炭J及木屑、亜茨等

を需用足するもの多く今日瓦新事業精々蜜達安定ぞ見?こり t雄も倫瓦斯の需要戸数は供給地域内線

戸数の約1剖4分 1戸常り消費量は 1ク年平均約 530立方米にして何れも少なく極めて向上護展の

儲地ぞ有すJ日ふうに近時産業界の護展もこ基づく人口の都市集中傾向は其の噌加率特に顕著にして将

来都市計祭の完成により大建築物の増加rと都市密集生活のー屠行はるるに使ひ盆々瓦斯の需要ぞ喚

起する£除疑なく、且つ工業方面の瓦斯の利用に於ても敵米に比較するときは米f三幼稚にして進展め見

込大なるものあり て将来新業の護達隆盛を所期せらるる使途砂から-r。

術大正14年10丹より瓦新事業の監理及幾蓮助l成の、目的を以τ瓦噺事業法の貰施を見、且つ之が蓮

月は朝野官民治以て組織せらゐる瓦新事業委員'舎の議を経る乞 ととなりで事業者愈々合理的堅貰な

る経営ぞ旨とするiこ及び今や第二次護展期に入り?こる感あり斯くの如く稿々登達せる本邦瓦斯工業

拡昭和元年度に於て大韓左の如き航況を示せり。

Ji&新事業者数 8Q(開業 75来開業5)

:T.場数 92 

内、年産‘額 200高立方米以上のもの左の加し。

東京z瓦斯歩拭舎品土芝エ揚、周上砂町工.揚、問主大森工場、同上千住工揚、同士深川工、揚、京都瓦新

株式曾品士、横潰瓦斯局、東京電燈株式含牡横要賀工揚、市jl戸瓦斯株式曾泊士、東邦電力株式曾枇長崎工
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語、西部合同瓦新株式舎粧柱世保工接、 1岡£千代l町工場、東部瓦新株式曾枇名古屋工場、金津市色気

局、鹿島瓦新電軌株式曾粧債島工場‘問主向賀町玉事‘岡山克草野株式曾il土も太l民瓦新株式含社、浪速

瓦新株式曾ifd:

内地計.19エ揚

其の他京城電気株式曾枇瓦新製造所.南満抑|瓦新株式曾枇大連瓦wr製造肝おり6
瓦新製造量 締計 481，496，214立方・米(朝鮮開東州を含ま今)

瓦斯供給量 423，932，643.. ( ;， ) 

需要戸数

野県用口数

一戸賞り瓦斯消費量

主要副産物骸炭

" コーJレターJレ

管業成績(朝鮮関東州を除く)

資本金綿計

梯込資本金

営業l&入金

営業支出金

795，266戸(.. ) 

2.043，829日

533立方米(..)

593.819越(.. ) 

43，726主干 し，) 

826，277，663園

691，842，663畠1

254，345，966鴎

161，719，447国

骸炭製造工業は瓦新製造工業と等しく石炭ぞ原料とじ製造工程亦殆んど同一なれども前者は骸炭

を主産物とし後音は瓦斯を主産物とする拡に於て原料石炭の品質及乾溜方法を異にす、而して骸炭工

業に於ける副産物瓦斯は瓦斯工業に於ける副産物骸炭の如く之を直ち i二自工揚燃料に克つるもの多

〈之をペンゾーJレ・トル才一Jレ同枚上より考ふれば有用資源の空費とも見らるるものにして遺憾な

さじ非ぎれども現時小規模なる骸炭工揚の経摺的且つ作業の使宜上より考ふれば己むを得ざるもの

なるべし.叉骸炭工業の消長は冶金工業の盛衰に支配せらるるものじして目下本邦に於ける骸炭工業

拡工場数約70を有し其の骸炭総生産高は昭和元年に於て 160高誼(瓦斯曾祉に於て製造せられたる

骸炭は含ま-9'-)を超過したり。

同年度に於て年産額 5000描以上ありし工場左の知2し。

八幡製嘩所骸提工場.組戸コークス合名曾批、宗像コークス製造所.ヂ谷コークス製造所、利1奈川

コークス株式曾祉事釜石舗装所骸炭工揚、鈴木石炭商屈骸茨工場.三菱鑓業株式曾祉牧山骸炭所、向

上大夕張骸炭所、月本製鋼株式曾Jfd:輸西工.揚、三菱製蟻株式曾枇粂二itli製蟻所骸炭工場、鞍山製域研

舷炭工揚.撫順茨績骸炭工揚

計 13工場

而して消費せられたる原料石炭は約240高堪なり。

卸ち本邦瓦斯及骸炭製造工業に於て昭和元年度に消費せる石炭は締計約330高堪な@。

之を，r ペシヅール」及「トル才一 Jレ Jl巴iJ~xlより ー見るときは少なくも 250ØO 璃以土~凋牧 L得る能力
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を有するものなれども現在該資源の同』吹を行ひつつあるは瓦斯工揚に於ては

東京瓦新株式曾吐、大阪瓦新株式曾請士、東邦瓦新株式曾祉、 i市l'戸瓦新株式曾杜

叉骸一炭工揚にては

八幡製餓所、鞍山製蟻所、日本製鋼株式曾J吐輪西工場、三井競111株式曾壮三池染料工業所.三菱鏡

業株式曾祉牧山骸茨所

等にして之等による綿生産高を拳ぐれば

品目¥年次

ベンゾーノレ

トルオール

じして慨して少なし 3

大豆 14年

6，071J貫主

66滋

大疋 15年

9，424m; 

273li主

昭和2年

11，859m; 

513a!i 

四、燃料及爆柴原料上より見たるインソーノv・トノVオーノVの債値

A. バンプール及ト Jレ才一Jレは優秀なる高座費動機用燃料なり。

3ft時自動車及航空機が交通機関として念速に進歩賞達せるより之に供給すべき燃料の不足により

て困難ぞ来せる関齢、なから今何れも圏内油田の開費及圏外池田の利権獲得に努め石油王国と稽せら

ゐゐ米国に於てすら も石油の濫聞を禁止して過大の輪出を防止すると共に叉節約方法の攻究を怠ら

?優秀なるアンチノッキンク'エーデιントを費見するじ至りて燃料消費上じ多大の殻果を賀らせり、叉

各国に於ける代用新燃料の研究は極めて盛ベしi二じて其の工業化により窮迫せる自国液韓燃料補給の

建を聞かんとするの努力目躍しきものあるは成く知られfこる事買なり。

斯くしてモーターペ、ンプール、アルコール、テトラリン、メタノーJヘデカリン、シントール等

が新燃料として使用せられ其の他石茨の低温乾溜、頁岩油、アセチレンの重合、溶剤による石炭可

溶分の柚出、水素添加による石炭の波化(ペ、Jレギユース法〉動椛物i自の石油化等、各種の開究は著々

その歩を進め既に工業化せられたるもの齢、なから歩。

之等各種液韓燃料の遁否及工業化の可否又は進度に付ては夫々専問!肝究者の鐙表せられたるもの‘

童文多ありて弦に敢て吾人の説明を要せざるべきを以て控除し特にそーターペンゾーJりにつきてのみ

遁ぶべ‘し。

上記代用燃料中モーターベ‘ンプールはガソリンに匹敵する優秀なる液目劉然科にして近時護動機改

良の傾向が盆々気筒内に於ける混合気韓(液腫燃料と窓気との)の匪縮度を大ならしむるじ及べる傾

向より見るときはガソリンより活かじアンチノック性に富むより之が使用t二過し寧ろ良好なる燃料

なりと稽せらる。

市して是れが貰際使用成績及性質に閉しては各所に於て研究せられ 接表せられたる もの叉齢、なか

ら?試みにその一例を泉ぐれは1r.の加し。

a 性質

性 質

完主化の潜熱〈一文苦言リカロりー〉

蒸気座〈温度 4.5度)(撮氏〉

ガソ Pン

80 
ペンタン 5.29 
ヘキサン 1.11 

ペシゾール

95.5 

0.65 



蒸気堅〈温度 15.5)

(" 26.5) 

( " 37.5) 

著書館試験〈初飽温度〉

" (終鎗温度〉

~J火黙

結氷結

波書提霊〈ます度蛍リ B.T.U) 

早稲期限用化豊島曾報

ペン !J:; 9.37 
ヘキサン 1.88 
--:':;!Jン 22.8
へキサン 3.11 
ヘキサン 4.9L 

5?皮くC)

168度くC)

零下 25皮(C)

100皮くC)

18.500-19.000 

1.14 

1.97 

3.19 

モーターペンゾール 80皮(C)

125皮(C)

零下 11度(C)

" 14度(C)
17，100 

" (ガロン苦言‘JB.T.U) 17，100 150，000 

完全燃焼に必要なる空気容 が'/9:;1容に劉し空気 109容 ペシゾール 1容に謝し112容

爆を菱範囲く最大) 1.3% 6.3% 

.. (最少〉

A縮比
堅縮級限

理費気物、析幽物

水素

b ガソリンと比較せる質際運轄成績(自動車)

2.7% 

4.85 

105.5 

大差なし

84% 

16% 

6.3% 

6.90トルオール7以上

179 

91.9% 

8.1% 

35 

等容量走行哩m-比 R豆常リ消費容量比 一時間消費量比

ヵ"'/リン 100 100 100 

モ-!Jーベンゾ-1レ 120-125 72-90 83.4 

右運轄成横はガソリン使用の護動機によりて得られたるものなるが之に依るときはがソリンに比

して何等遜色ない而して更に費動機ぞモーターペンプールの性質に適する如く改良するときは燃料

としての妓率そー居増大震揮せしめ得ぺしと云ふに於ては優秀なる護動機用燃料fこりと謂ふべし向

慣格に於ても

年月¥品種

大正15年 4月_:9月

昭和 2年 7月一9月

昭和 3年 7月-8月

モ- !Jーペ ンゾール

:!i!蛍リ 200図

145闘

160図

純ペンゾール

滋蛍リ 199.20図

1501ll! 
160闘

純トルオーノレ

越蛍リ 290回

230図

250図

印ち 150-200固にして之れをガソリンの 200-250闘に比較すれば温かに安慣にして該資源令jJ"

ツリン代用燃料として消費するは控碕上より見るも奨鵠の1買値あり。

現時我園に於けるモーターペンプールの消費は慨して少なく主として航空機m燃料中にアンチ
ノッキンク'エーヂi ントとして混含使用せらる。

アンチノヅキングエーヂェントは燃料の品質を向上し:且つ之れが使用上著しく妓率を__Hj:-消費量を

節約せしむる貼i二於て極めて重要なるものなり濁逸に於ける嘩カーボニール(アンチノック性はバン

プールの 250倍と稽せらる〉及米園じ於ける 4エチル鉛〈バンプールの 500傍なりと〉は優秀なるア

ンチノッキングエーデェシトとして既に工業的に生産せられ、一般液睦燃料に混合使用せられて多大

の賞賛ぞ博しつつあり。

優秀なるアンチノッキンクーェーヂェントの護見は油田の開設、利樺の獲得及代用新燃料の研究と共
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l二燃料助成上緊要なる ことなり。

B. ベン ゾーJレはピク リン酸の原料として叉トル才一Jレはトリニトロトル才一Jレの原料として爆

襲製造主幹敵と共に重要なる国防資源、たるは庚く知らるる所なるが斯くの如き軍事上重要なる資源、

在産業主に利用し平時開内の増産会困るは→朝有事に際して之が大量の需要l工藤今るじ便宜且つ極

めて緊要なるは敢て弦に吾人の多言ぞ俣fこずる所なるべし。

況んや液髄燃料の如き卒時極めて重要なる使途を有するベ ン プーJレ・トル才一 J~ に於ては之が園

内生産の増大は闘防の完備を}閉すべ〈重要なるのみならす卒時液轄燃料助成上より考慮するも重要

資源fこるを失はす。

吾人1;主我国液韓燃料の貰肢に鑑み且つは園防上の見地よりペンゾーJレ・トル才一ル生産高の過少ぞ

遺憾とするものなり。

玉、伊太利の法律を趨用せる tきの我間イングーノV

トノレ オ_/V生産高?象想

有ii5lsの如 く伊太利に於ては法律を以で瓦斯年産 200高立方米以上の瓦斯工.揚及之に相官すべ‘き骸

炭工揚に到し生産瓦j訴1立方米につき齢、なくとも 15瓦の樫ifb1f>問牧す品ごき義務ぞ課せり。

試みに右法律を我閲に迎、用すると きは大韓左記の如き生産量そ得べし。

合社

東京瓦!折株式令枇

京都

大阪

摂主主

獄2賀市lI:Wi局

東京電燈株式令枇

市l'戸瓦斯株式合。祉

東邦

商都合同

金津市又1切局

E毎S巻末斯需主軌株式令請t

岡山lt!切株式合社

亀戸 コークス合名合孟t

rξンy・ー-)レ・トJI，
オール合計(泡〉
2，500-3，000 

300-350 

600-700 

30~ 40 

100-130 

25- 30 

400-500 

400-500 

70-90 

曾 量士

宗像コークス製造rR.
苧谷コークス

鈴木石炭商唐

八幡ま紋所

三菱錨業株式曾祉牧山骸炭所

同大夕張骸炭所

日本製鋼株式曾枇輸商工場

三室長製織株式含批袋二浦製銭rrr
鞍山製鍛F斤

ペシゾール・ トル
オール合計(滋〉
80ー 100

60ー 70

120-140 

l6.000"，""ll，OQO 

600-1QO 

100-120 

1，200-1，300 

1，300-1，400 

2，200 -2，300 

25-30 I 撫順炭鏑 100-120 

200 -240 I 盆石鍬業所 400-5.前

日0- 6u I 三井繍山株式曾枇三池発事事工業所 ]，~O-l，:娘0

90-，-110. I総計・ 約 2~ ，000_25，000

備考 上記11昭和元年度末斯生産高2日書炭生産高か基準と し大略計算d毛hのなリ

印ち北i枇!計 2Q，O.00~は本邦の バ ン プー J1( .ト Jレ才 一 Jレの現在に於け る生産能力とも見得べ‘きもの

なり。

六、結論

高ij記の如く濁増。11繭西及伊太利に於ては戦後法律ぞ以て瓦新製造工揚及骸操製造工場i二撃すしペシ

ソ'-Jレ及ト Jレ才一Jレを悶1&すべき義務令課し之が圏内生産の培大じ大いに努力しつ、つ，あり正是れ

一卒時じ於ては閣家的燃料問題の緩和を閲ると共に諸工業の需要を満たじ両して←i!:緩急あらば蜜ち



，.稲岡慰 F百1t事舎事量 3'1' 

に之-::e爆襲製造の原料に縛換し且つ航3;機茸他の燃料に供じて職時の火急なる需要4>闇滑なら Lの

んとするi二外ならぎるべくーに該資源カ洋時蛇に戦時に於て画家的重要必需の使命令有するが故佐

以τなり。
白 新 tの知 i雪国家的重要資源に闘し本婦の賦況を見るl:~は前記の如く年産線計僅か 13(}0() 鷲t亡し

?て禾f三振はぎる園内化製工業の需要を満たす巳過ぎ守Lで液瞳燃料補給上何等考ふる僻地なきのみ

なら今一朝有事の際i二於ける我寧の該資源需要量¥;謝しても之が詳細なる数量iま推算し能はi"/:_雄

も到底追随し得ぎるの甚しきに於ては想像するだに寒心i二犠えざるものあり、加ふるに我圃液輯蝶料

の現況は自動車及航空機が著しく畿遥せるよ砂其の消費は圏内生産量と大なる間隔~生じ今やまF々

消費の約70-80%Iま米国其他より原油或は精製品として轍入しつつあるの賦況なり而レて今後之等

交通機闘の盆孟護達するは明にしてその数の激場により我国波髄燃料問題の)暦困難なる蹴況i二墜

るは想像iこ難ら?質に固として液韓燃料問題の危機に瀕しつつありと調ふも敢て過言iこ非ざるべ、じ

ま止を以て我閣のペンプーJレ・トノレ才一Jレ悶J!Xの全能力を考ふるときは{民i二伊太利の法律を適用すゐ

も高ij記の如く綿計25000題にじて燃料方面に利用し得ぺi誉教量は最大 15000描なるべく現時我闘が

ソリン消費量の 1tlJにも足らす‘液鑑燃料助成としては多くそ期待し得ざるものなれども其の窮迫せ

るま凱犬より考ふるときは決して軽視すべからざる数量なるべし殊に一方固防上重要なゐ使命を有す

るものなるが故に新の如き特性ぞ利用し平時国内生産の増大を困るは遁首なる綿動員準機施設にし

て国防の完備を期する上より重要なることなりと信-r，

波謹燃料助成の方法としては向他l二通話なる補給の捨を攻究すべきは勿論なれども新の如i雪国防

上重大なゐ使命ごと有するものに針しTは宜しく其の特性を利用して卒時産業に活用し園内の生産な

大本らしめ以て閲防の完備を胡すべきものなりと信.じll9lJか愚見を世涯するものなり。 c終〉

セ ..x:;/ r中の遊離石茨定量法

工準士秋山 桂

L 緒言 最近セメン ト工業の輩遣につれ其の基礎的朋究の一手段として盛に遜向性石炭定量方法が

目撃期され且つ其の研究も種々登表さるるを見たり、著者も亦此の定量法そ利用 Lセメントの府究ぞ

せんとし聯さか此の方面i二開する方法を少しく好関したれば甚t:-簡軍ながら其の概略や記して御示

教を乞ふ失第なり、元来我が聞に於ては遊離石灰定量法に開する女織は未1:ーごにして箕のま Eま

りたるものぞ見守炉、著者の一文僅かなりともセメント従事各位の参考とならば欣快に壊へ?。

著者は元来遊離石灰の定量法なるものはホ;'}レトランドセメント中の遊離石灰のみを測るを目的と

するものi二非今しτ、進んでボルトランドセメントの基礎的研究なる合成の腕究じ於t其の憤値ぞ

笹見するを、得と信?るものなり、現在の市販ホ・ルトランドセメントに就て検するじ約 0.....2%の遊離

石灰ある必見るも之は後述するラーチ・ポーグ雨氏法じよって研究せられたる結果にして其のE確度
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に於ても全然信績を置くあたはぎる理由あり且つ叉果して其の全部がセメントに有害ときるる Cao 

なるか或は一部1ま加水分解生成物なる Cヨ(OHんなるか判明せす、市して後者 Ca(OH)2・の少量の存

在は決してセメントの性質に悪影響を奥ふるものに非歩して却って其の存在そ喜ばるる理由あり、以

前はボルトランドセメント中には相首遊離石灰の存在あるものと思惟されつつありたるるも、勿論

其の時代は製造方法に於ても研究方法に於ても現在と比較する時椅段の差あり7これば相賞量の遊離

石灰を見にらんも現在に於ては前述の如き程度にして遁離石灰定量法は基礎的研究に重大なる意義

を見出す次第なり、選離石灰定量法には以前より種々研究され其の方法に於ても十指を屈するにあ

まりありとも雄も水溶液に於ては化合せる石灰が加水分解を受けて定量結果の判定を迷はす故著し

く困難とされたるものなり。

震に遊離石灰なる意味は賓際上よりは不化合CaO及びセメントの加水分解生成物なる Ca(OH)2の

合量，ニして理論上としτは CaOのみそ意味するものなり、然るじ現在に於てはセメント中の CaO 
のみぞ測り Ca(OH)2~分離する方法鷲見されす九2t1二於て現在の遊離石灰定量法は未だ完全なるも

のと云ひ難きも、加水分解生成物なる Ca(OH)2は直ちに CaCOaとなる故定量には先づ試料ヤ鹿きて

全部 CaOとせる後定量に供すべしとの説あるも Ca(OH)2は不化合 CaOの加水分解により生今る

ものなるか或は又化合Caoより分解生成するものか判然せす-且つ叉 Ca(OH)2の炭酸盟化も迅速な

るや否や疑問なり、然れども遊離石炭定量法の存在は合成研究上i二必要かくべからざるものなれば

次に各法について概略を記すべし。

11.各種の分析法 1. Passow氏法 Passo¥V氏は (Zement. 12. 87. 1923)合eelimeを CaCOaに

して CO2瓦斯増量により CaO測定ぞ提案したり、卸ちセメントと炭酸アンモニクムとぞ一緒t二粉

碍し 300.C位に熱すると後者は分解して CO2瓦新金生じ之が遊離石灰と化合して炭酸強化する反感

を利用するものにして炭酸アンモエクムは行程中三岡に分けて加へ加熱するものなり、此の方法は

生ぜし瓦斯は逃け易く且つ反感遅々として感心せる方法に非歩。

2. 砂糖溶液法砂糖溶液ぞ使用する方法は過去半世紀の間盛に研究せられたる所なるも之はセ

メントを或る時間砂糖溶液中に浸漬 し弐に標準酸にて滴定すると云ふ主旨にして水溶液を使用する

ゆゑ正確なる結果は得がたい

3. Brandenburg氏法 Brandenburg(Chell'l. Zt._f{o 33. 880. 1909)氏は石灰が臭化アンモニクムに作

用してアンモニアそ遊離することに基づき一法を得たり、先つ化合石灰の分解を防ぐためアルコー

Jレを使用することとし、セメントと臭化アンモニクムをア JレコーJレと共に蒸溜フラスコに入れて蒸

溜す、然る時はアンモニアは遊離され蒸溜され来るを標準酸にて滴定すると云ふ方法にして其の原

理はよきも質職困難にして且つ遊離石灰は常仁少く出る傾向を有す。

.4. Emely氏法Emely(Trans. Am. Ceram. 50c. 17. 720. 1915.)氏は次の如き滴定法を護表せり、

之はよく紛砕せる試料をグリセリン・アルコール混液中に投入し加熱沸騰せしめ熱時フェノルフタ ν

ンぞ指示薬として酷酸アンモニウムアルコール溶液にて滴定するものなり、此の方法(ま後述するラ

ーチ、ポーク'氏法の基礎をなすものにして現在;tも多く使用されつつある根本法なり。
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一 5ふ. Ra拭th叫a 氏法 H. Ra幻th加lOke正匂e (Ton仰m仰1t仰'tind.ι~ ，Z~なg: 5拘2.1臼31臼8，1日92犯8)，はまラ一チ、ポ一クe氏法を修正し、

其の快貼たるアンモニヤの費生を防く"，tごめ酒石酸を用ひて滴定することを提唱せり、其の反感式三だ

の如し。

CH2，O CH2，OH 
I " CHOHCOOH CHOHCOO、|
CH.OH )Ca + I = )Ca + CH，OH 
I / CHOHCOOH CHOHCOO/ I 
CHo'O CHo.OH 

此の方法は極く最近の方法にして未だ未知数と云ひ得べし、著者も多少試みたる所あれば後挙に

於て詳しく述べる務定なり。

III.ラーチ、ボーグ氏法の理論及び注意 Wm.Lerch & R. H. Bogue (メ Ind.Eng. αem. 739. 

1926)氏は種々研究の結果各論に於ける Emely氏の方法を最も正確なるものとし之を修正して世に

推奨せり、現在一般に使用さるるに至りしものにしてー名酷酸アンモニヤ法と稽され其の方法は弐

の化製反感に囚る。

CH2・OH CH2，O 叫!日OHzlHoかa+ HPω  
CH2・OH CH2・0

CH2・o CH
2・OH

'¥.. CH3COO、|
CH・OH )Ca + 2CH3COONH4 = )Ca + NH3 + eH・OH (2) 
/ CH3COOt' I 

crちo eH20H 

指示薬は 7ェノ Jレフタレンぞmゆ。
ボルトランドセメント中i二於ける謎離石灰は熱量計乃至顕微鏡を用ゆる定性的方法等種々なる研

究の結果多量lこ非ざることは以前より知られたる事にして残りの石灰は酸性成分と結合し或は叉岡

健溶液として存在するものの如し、此の間瞳溶液にはグl)~リンは作用せぎることと Diepschlag 氏

じより決定されたり。化合せる石灰は一般に珪酸盤、饗土酸盟、其他となりて存在す、之雫石灰瞳

はJ}(により著しく分解し Ca(OH)~ となり遊離石灰の量を大ならしむ、故に反D.l!\には7.Kの存在も極力

避けざるべから学因ってアルコーJレは絶針無水アルコーJレを使用しグリセリンも無水のもの(比重

1，266. 15'C)を使用するや要す、 A. Destrem氏によれば(り式は可逆反感を起し右遜より Iヰび左

港に戻り得るとせり.質量作用の定律によればJ!<I~能ふ限り小量とし出来得べくんば全くなからし

むるぞ宜しとするも之は不可能の事に属す、よってグリセリンの濃度を能ふ限り大ならしむれば反

感はおに準み易くなるべし、而して反感ぞ早めるため加熱するを要す、~に石炭は溶解度の関係上

冷たき施針アルコーJレ中にてはフェノ Jレフタレンに呈色せT.少しく1産め小量のグリセリンを加ふれ

ば蓮かに赤色に襲歩.却も力日温により次第に溶解し行くものにして而して水又は酸の存在なければ

化合石灰は遊離せざるものなり.若しも CaOの大量ある時は粘著性冶帯び7ラスコの表面に附着し

て反感を緩慢ならしむ.故にこれは度々硝子棒の如きものじて突きて砕く必要あり.溶解したる石

灰は次i二熱溶液じて酪酸アンモニアじて滴定す.此の時アンそニヤは蒸設するものなり.指示薬は

セメントの色が妨けとならさFる程度に用ふペし。
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此の方法はCa(OH)"l!の存布iこ換であ同様に反感昔、捕してCa(OH)，の存;症は鮮しきセメ ンbに

は極く微量仁のみ存在せざるものtの磯想に基づくものなり.ク守ンカーへの撒水とカ、空気中の樺

気の矯め C旦Oの幾分は7]'<加し珪酸瞳の琵分も分解し Ca(OH)2:a生?とするも恐らく直ちに提酸塩
化して CaC03 となり此の酪酸ア ンモニヤ法には影響を奥へ今、而して此の炭酸型化は割合i二早く、

クリンカーへの撒7]'<.或は叉空気中の漁気の影響は無視し得との前提に依るものなり.セメント中

の遊離石灰は極く小量の上且つ其の一部は硬きガラス質位の中i二覆はれで存夜することあるにより

試料陰極〈了撃に粉障するを要ず。

ボルトラ ンドセメントは一般に小量のアルカリ を含有す.ラーチ‘ボーグ雨氏に依れば.合成セ

メシトとして Si02幻.18%.A120a ld.92% CaO 65.40，%'. Nap 2.29%の如き普通市販のセメ ントよ

りア Jレ方リの量大なるセメントl二針し試験せしに何等の障害を来さざる所よりアルカリは明かにセ

メM 干の酸性成分主化合してアルコーJレクーリセ四一Jレ混液には分解せざる結果なりとしたり、然れ

ども水酸化曹達又は炭酸曹達は反感するも鮮しきセメント中にてはア Jレカリは斯かる形に於ては存

せ?とせり.叉セメント中の MgOは何等影響なしとしたり。

賞用的ならしむるにめエチルアルコーJレの代用品につき種々研究したる結果箆性アルコーJレ(無

水)は比較的使用に噂へることと認められたり。

此の方法中加熱の方法も略一定の係件にするを宜しとす HaroldH. Steiner (Rock Prod. 32 74. 

1929)氏によれば酷酸アンモニアの量を種々過剰に加へて酒精性加里にて逆滴定を行ひそれより反

臆に要する酷酸アンモニヤの量は呉る結果を典ふ畳表せり.著者の経験によるも反踏の初めに於て

多量の酷酸アムモニウム液を加へるニとは反躍を早める動じ於て有妓なるも各貰験同一傑件に行は

ずる時は結果1:於ても差異あるぞまぬがれざるものの如し。

グリセリンは非常に吸訴訟l企の上且つ熱せるものは 空気中の揚気を僅かの時閉じ主主パーセント放牧

する故容器は出来るだけ密閉せるものを用ゆるペし.一般i二ラーチポーグ氏法のフェノノレフタレン指

示薬使用はアふモニヤの費生あるにより適切ならざるものと考ふるごと以て何か他に遁嘗なる指示襲

を求めんと弱め居れり。

lV.酷酸7ンモ品ヤ法の賓験方法上述せるが如くラーチポーダ民法は種々求t::不完全のものな

るも質際上現在主して最上のものなるにより著者は種々貰験研慌の結果次の如き方法を}日ひ尤 定量

~行ひつつあ り.これはラーチ、ポーク'氏法をいささカ、改良せゐものにして最も合理的なる方法た

りと信歩るものなり。

先づ使用アルコールl<t純無J.}<.:r.チアルコールか或は無水の援性アJレコーJレ(955''OエチJレアJレコー

JT.5%メタノーJレ‘或は 99.5%エチJレアJレヨール 0.5%，..;.'ンプール)を用ゆペい且つフェノルフ

タレンiニ中性なりや否ゃを試験し且つ水分を含まざる様竪〈栓をなし大なる除漁器中に保存するぞ

宜しとす、ダリ~ 1.'l-)レも同様純無J}(のもの必使用し同様保存するを要ず‘フェノJレフタ νンは O.2g

やアルコール 100cl，;に溶解せしむ、酷酸アンモユヤ亦吸操性につき常i二デジタミーター中に保存し‘且

つ正確の量を測ること不可能につき約 O.2N位の溶波令件るべし、先づ約 16g位を上血天秤にて蓮
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かに秤取し 7Jレコ円Jレ中iこ溶努す\溶解にl燥し熱するは分解を引き起すにより漕くる~宜し与す、溶

液の濃度を決定するには純炭酸石灰ぞ蝦焼し全く.;-~重量となる事で灼識して得たる純石原ぞ以て

決定すぺし。

使用器具iま長さ 70cm 硝子管を空気冷却管として摺合せ附とせる 25:0ω 手ル νν~{ ヤ-'7ラス

コ及びソックスレー抽出器用の電熱式加熱器を用ゆd し。

先づ O.lg新製 CaOを取りフラスコl二入れアルコール〆リセロール混液(25ccアルコール、5ccグ

リセローJレ)会加へ 8-10滴のフ L ノルフタレンぞ溺下し沸躍に至るまで加熱す.此の際アルコール

の猿縮逆流する高さぞ一定しフラスコの加熱程度を一定にすべし、更に加熱時間に就ても常に電熱式

加熱器を務め加熱し置き此の上にフラスコ守のせて一定時間勾:に滴定を行ふべし、著者は最初加熱す

ること 30分にしてー先づ酷酸アムモムヤを滴下しフェノルフタレン指示薬の紅色の消失する迄加へ

主化に加熱16分間毎に滴下する様にじて全操作 1時間又は1.5時聞にて終るを普通主せり滴定は熱時

iこ行ひ且つCaOが!i1i子器じ附着する時にはよく硝子棒の如きものじて突きτ溶解し易くせしめ夏に
熱すべし、かくして最後に加へたる酷酸アムモニヤ溶液により消失したる紅色が約10分間熱するも

再び.顕tまれき:・る時を以て終末製iとしそれまでに要せし酷酸アムモ品ヤ溶液のω教より議液 1C.<lに相

話する CaOの量ぞ算出するぞ得。

セメントに於ける遁離石:y<~測るには上述の標定に使用しfこる CaO 0.1 gの代りi二セメン.r1 g 

ぞ取り同様の操作を行ひ定量す、但しセメント中の遊離石灰の量、粉末度、セ 1ント中のがラス質の

量等一定せざれば所謂時聞は数分乃至 1時間或はそれ以上になることもあり。容易に一定せずるも

のなり。

ラ}チ氏によれば綿 CaOにて調バfこる結果自己の方法のE確度としτ土O.l，%'なりと橋せり、.J.

永井氏(大日本窯業、 No37. 43o競昭和4年3月87頁〉によれば敷種のセ〆ントに石灰ぞ加へて試

験せし結果 1-2%過不足の程度なりと‘著者も左様信歩。

一般に agingの永きセメントは反感鈍し、之はCacosのフィルムが生じてセメント位を覆ふもの

と考へらるるによりかくの如き揚合にはよく微粉世にしたる後分析に供するを宜しとす、合成研究に

於て其の結合度会たし:かめんとする時は遊離石灰の量も甚だ多量より小量に至るを以て此の方法の

相首信頼し得るぞ感すきるものなり。

V. ラトク氏酒石酸法、己に於てのべfこるが如〈ラトク氏はテーチ、ボーグ法ぞ改良し酷酸アンモ

ニヤ0)代りじ酒石酸の使用ぞ提唱したり、其の根本反感式は育iJ漣の知れこしてこれは CaOの多量に

有荊:するときは最も適す と稽せり、これによればアンモニヤは笹生せ?故に沸騰により遁梯ふ必要な

きiこより滴定は冷たくて宜し，tj=.ぜし酒石酸石灰はアルコールグリセ ロ.....}レi見液には不溶解tこして白

色沈澱となり滴定し易し、指示襲lまフェノ Jレフタレンを使用するこ主ラ}チボ『グ法正同様なり。

滴定渡の調整には先づ約 7.5gの純酒石酸の結晶を 1立の絶釣無水アルコーJレに溶解し其の濃度

は前同様純石買な用ひて決定す.先づ 0.02-.0.1gの石灰をエルレン"1ャーフヨスコi二秤取し、

-10-'-20 C.c.のグザセ事ンを入れ之れやゴム栓にて堅ぐ密閉し弱き火婚の砂皿上記置くべじ、 24時間
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め後全部とけたる所にてアルコールじτ稀揮しブ .x.JJジフタレン 2-:-3滴命日へて冷滴定す。

此の方法は理論上宜しきも賓験に就ては禾t:未知数と云ふペし且つ著者も1目下研究中に属するに
より近く詳しく報告する所あるべし。

以上述べ来れるが如く著者は現夜の所ラーず、ポークー雨氏の酷酸アンモニヤ法特に木簡にのべた

る方法在最も合理的なるものと推奨すると錐も更に優良なる方法の現るることを望むものなり。

〔議

早稲田藤用化事曾記事

4月17日 本含事長第911虎の配布設迭た終る。

5月6日 午後311寺よリ筆生ホールに於て新入生

歎迎合た関心石田資郎君の歎迎の齢、小林先生代理

小栗先生の訓齢、自己紹介毒事わリ、茶菓たとりつつ談

笑す。 4時過一閃校歌待合唱して別る。

5月8日 午後611寺よリ高岡牧舎階上に於て昭和

4年度定期役員舎か関〈出席者下の如L。

弁上誠一、富井六港、武宮昇、小栗捻減、山内!i(.三

雄、山口祭一、宇野昌平諸氏〈以上設室側〉 山深松

男、竹内幾次、肝付録英、大西言喜之助、岸文雄.佐野

灘二郎、鳥居敬文、場VllI吉長、，磁島信之助、高木暢太

却し尾藤竪、宮本五郎害者氏〈以上卒業生側〉 石悶資

郎、清水深郎、熊谷徳、綾井貞夫、大槻一郎、栗阿

波崎.鴻国道治、田中義1専務氏(以上撃生側〉

'、議事。 (1)合計報告 (2)困惑j構入のf午、〈イ〉購入

済圏書に闘し週事務氏の承認やf尋1:1)。くロ〉購入場

建国書く日本化祭総覧〉に胸Lて庶務委員より説明及

ぴ承認、姿求わり。除イキ附可決。 (1燦件)次年度より曾

計委員1:於て曾計報告たなすと共に汲算編成たなし

て理事の承認、た得ること。従て深1tの承認さへ得て
辰れl'f園舎購入11.自由7こるべき二と。 (3)本年度橡算

編成及承認、前項目に脇聯して本年度に於げる潔算ら

大鐙編成すべしとの動議わり己合計委員1:於て之た

編成して説明らなし、大也之に依る二となり可決す。

(4)型事締飲港響、理事〈第5同〉波議終氏11.静岡県書三

島町殊待望退紙曾量士三島工場に勤務されれる1:附告、之

が稲侠として阪回誠氏た推認され可決。く5)新任理事

並1:委員、本年卒業主主〈第9同〉尾藤竪、宮本五郎、(二

当事年生〉綾井貞夫、'大陽一郎イ栗岡波崎、〈ー準年生〉鴻

〈終)(4，8，2)

務〕

間道治、問中毒事1事， (庶務委員〉大闘一郎、〈合計委員〉

綬弁良夫。く編~nï委員〉栗田茂晴。

以上議事た了し、懇談に移り、 911寺散含。

5月26日t 理工準音Eボートレー λ大舎に於て我が

科優勝す。復還に於て機械科、及ぴ電気科と組みて勝

ち、決勝lこ於て採鍛冶金科た敗リt:る建築科と主幹ひて
優勝するた得1:0 j塁手下の如L。

(舵手〉間部英敏、(型産調〉松本実司、ぐ五脅〉中島勇

省、 (閥香〉松限章夫輔、〈三脅〉石川千七、〈二脅〉宮本

盤、 <.Mrll手〉長行司清味

6月11日 迎工準合定期協議員舎や午後ア、時より

大l袋舎官官に開催す。出席者〈常気〉山本(忠、〉、堤、村上

C機械〉件、中村、新井、(建築〉大津 <.t采治)!峰村、強燦

(際化〉小林、山本〈研〉昔話・氏、野村氏より昭和8年度合

計報告、堤氏より庶務報告わリ。決定事項として11近

日中に講演曾た催すこと、理工謬曾名務に炭告ら取る

こと等なリ。際用化祭合選出協議員阪図良臣氏併任

に付竹内祭次氏選出ぜられれり。筒昭和3年度理工

撃合合計報告11ヨたの如L。

昭和三年度理工墜含牧支決算書

4x入の部

金九お笠岡六拾銭也

金受百図也

金登百回也

金八百四十八閥也

昭和2年度より繰掛金

昭和2年度経常設

理工撃部20遡年紀念式来
賓茶菓代として各分曾よ
り受入

理工準合名簿代各分合よ
り受入

計金~千百参拾九間六拾銭也

支出の部

金八捻五回七拾参銭也 長間半太郎氏::1tJil葉台害者賞

金拾参間四扮銭也 定期協議員曾夕食茶築資
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金五回也

金五拾図也

10月6日臨時協議員舎夕
食

理工墜部20週年記念式典
主主補助

金霊堂百図也 岡部I来賓茶菓賛

理工事曾々員名簿三千四
金八百凶拾八回歪鐙也 百五十部代日清印刷合社

支柳

計金支千百武困拾四銭也

差引金参拾七四四拾六銭也昭和4年度へ繰越

舎計野村竪⑨山本研一⑨

7月3日 午後 8時半よリ大限紀念小講堂に於て

早稲田理工事含講演曾ら関〈、演題及v町議師下の如L
二つの科畢 故授佐藤功一氏

テレグィジョンの理論及ぴ笈潟

数授川i原国政太郎氏

早稲田鹿用化謬曾入舎者

本舎は昭和4年4月早稲聞大接理工事部ff(!用化撃

科第一筆年入撃者た新入合員と Lて迎へ1:リ英氏名
次の如 L(イロノ、順〉

石井秀成石岡三郎 銅越武~ 堀江康雄畑中

申富岡安ニ 長行司渚味料s 繁喜大坪義雄

主E信設〈集1?i:1量1e含む〉

事務用筆塁、紙質(原稿用紙ft1e含む〉

香築及見舞金

理工豊島曾経常費

理工事曾名簿代〈昭和2年度〉

同上 (1沼和3年度〉

外国雑誌代

タト燭雑誌製本代

役員曾費用

理工事舎大台費

山岳部へ寄附

事務策阪氏へ手醤

合計

差引聖書金

内務

郵憐貯金

援幸子貯金

銀行預金

現金

上記之遜相違無之候

昭和4年 3月31日

64.29 

36.04 

10.00-

20.00 

72.0<l' 

65.13 

45.20 

6.0<l' 

6.7() 

33.28 

10.0() 

1u.O!} 

945.35 

1447.24 

] 226.7(} 

43.75 

159.89 

16.90 

若山一彦 問中毒実情 長潰弘宇野穆版:zp.藤平 | 曾計係山内民三雄@

重雄河野和夫 小寺孝男鴻回選治青山岡 | 清水茂耶⑮

湾正義平郎 宮本盟諸氏 | 綾井貞夫⑮

早稲田感用化著書舎曾計報告 | 寄 贈書 目

昭和 3年度(自 3年3月初日至 4年8月 31 I 早稲悶大撃理工事部服用化事科数室に寄贈ぜられれ
日〉

前年度繰越金

舎員舎費

第七鋭虜告代

第八務康告代

Jl5c入之部

第八同卒業生寄附雑誌代

第九同卒業生寄附雑誌代

雑~k入〈寄附金〉

郵便貯金刺子

曾曾事長第六競議興イ℃

合計

支出之部

曾報第七競印別代

曾報第八放印刷代

E 
86:.!.67 

1]25.00 

169.72 

190.07 

10.50 

15.00 

11.08 

8.15 

.40 

2392.59 

303.98 

262.73 

るもの下の如しく明和4年4月以降〉

東京工業試験所報告 第 24問自第 1}jJt歪第6挽

東京工業試験所

f第9同第 11，12鋭
l第 10問自 I貌至7披

大阪工業試験所報告

大阪工業試験所

化皐工業資料 第2港第]，2競

九州帝幽大挙工事部葉報第4谷第1披

工業化撃雑誌

工業要録

日本化事工業新閣

九州爺劉大事工事部:

第32巻自第3冊司E第7冊

(附録共〕

工業化肇曾

第5巻自第2f成至第 6務

工業主要録強行所

13年第6競ー第 14務

日本化事工業新聞社



基金

牝拳工業時報

f:1'寺t農事事化事曾誌

、夫煤農業研究所報告

葉巻

第211警告訴7城一第20読

同経

第5港第2罰章一第8強

日本農婆1t接合

第H善第1挽
大原奨農舎r

録

鹿児島高等農林事後拳術報告第71虎

鹿児島農林撃校

工撃研究機関に於げる研究項目分類表

撃術研究曾議工撃研究舎委員合

旭精子検三時舎社試験所報告第19

旭精子株式合枇

塑牝撃研究所棄報 第 8較第3銃一第7務 | 東洋乾板aュ-;0. No.7-9 東洋乾板曾社

理化皐研究所 I Seifensieder'μitung 56 Jahrg. Nr.7-26 
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京都東山商工省所管陶磁器試験所

管然停析向井参之充氏著 丸善株式合員士

増築設験所開査報告第関税 返信省電気設験所一

塞湾総脅府中央研究所工業部報告第26-32~it 

遺書事総督府中央研究所

増訂燃料試験法及君炭購買法 内藤燃料研究所

It神田区銀Y古町 5

荒木一郎〈第7同〉 主義減府漢江遜 13

有馬峡夫(第7同〉市外高岡町鶏山1500鈴木義弘方

高宮 修〈第8同〉大阪府北河内胃11庭窪村梶 〈大阪

府三島郡高槻工兵第4大隊第 2

中隊幹部候補生〉

深谷孝一く第8同〉江崎攻栓
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有1t四郎〈第8同〉 市外事E津村1.OB8山室方

尾藤ー墜〈第g同〉 勤務先。東京ヱヨ島大事感帰化事

手ヰ

高橋参之助〈同上〉 Hf下司河野町桐:ji.1063北岡ガ

高萩量J'美(同上〉 府下北蒲凶 6.45松谷1$(勤務先

人造右手P筒商底〉

矢島牟三Jm(関上〉 大量草市磯野町 53 満州ν~ -i ν ' ド

株式曾祇宿舎内

属国間太郎〈同上〉 府下南葛飾郡端江村上今井 754

米本方〈勤務先。松尾化事工業

F庁〉

秋山桂一〈同上〉 勤務先。東京帝大工接部感用化

準科永井く彰一郎〕研究室

阿部二郎〈同上〕 牛込医薬王寺町 83石川啓作方

宮本五郎く向上〉 市外野方町江古田~151 山水館内

(勤務先。オリエ ;/!1Jレ潟築工業

紘式含祉研究部〉

御厨圏男f同上〉 市申悶匝淡路町1-1金問叉一郎方

三浦甲辰耳~(同上〉 市外法谷町八幡遜 2-3

鈴木氏一〈向上〉 横須賀市稲岡田r5 
宇野昌平(同上〉 勤務先。早大感用化事科

昭和4年度見畢強行記

7月7日 夜行で東京波宮井先生、石川、石田、朴

榊原、武問、浦川、山川、平聞の一行。

8日 名古屋製陶所の電罪主化されて居る上絵察、日

本石草子のトシネJレ窯その他明快な説明と共!:得J.，Jifr

多かつれ。初日の馬カで小野田セメントスp見てiJ[に

三菱航空機製作所に行〈。研究室lこ工場に惜しげも

ない設備。工場た見終つれの(15時近<4時引げの

大工場に付人彰一つな 〈見渡すかぎリ獄って並ぶ施

盤に近代的戦傑た感じきぜられれ。常夜(1大鐘に泊

る。

9 'B 掠斐川電気のカーパイト工場の偉大な電気

温作業l二驚嘆し京都!こ鴨じ高山耕山、松風碍子た見て

松風陶歯へ行〈。昨日から。、窯業食傷の感 (1あれ

ど二弘の 500積からの歯の種類ら製作されて居るの

には文句なしに感嘆する。京都の夜l二週W:快速新京

阪で大阪へ。康管場の赤いよT青い灯の般にちらつく

えびす橋際大和屋に泊る。

10目 先輩栴t谷氏@御案内で大阪工業試験所与え

る。見終って所長荏司市太郎氏の講話た穿聴い午後

尼ケ崎のペルベYト石鹸ぐ、行〈。英園風なすべてが

英国風;1/.!こ工場と云ひ説明、案内φまれ方と云ぴ笈1-:

朱持ちが主語・6ヲず:。

11白 日本止ナ)1>>Ul幣局私午前中に見て大阪
市立工業研究所代.""雪解肢のす』い貨際的句研究ぷリ.¥::

新鮮な興味たrJ..t' tt-t，，， 3・時'Jnすぎて居れが大柁
~'--C吹回の大日本乞』ル 1:行ミ。智弁先生の御事茨

木部崎氏、先輩減量量兵の御案内で供ζ 見ぜて現き彼

自販たおひぺ認'I~ 跨る。

J3 日 ι 低滋車u闘で~1U提か作。て屠 s 決:阪乾儲か

見る、量士長辻元謙之助氏の事業に謝する罪事、烈なる意気

に感じさぜられ1:。つ Vいて大阪ガ3えた見て精版印

刷へ。量士長中田氏及先登中問、森川爾氏に多大の御手

般かかげ歎待にあづかつれことか厚〈御趨$上Ifo。

14日 堺の昭助足袋た見る。アドソーノレ冷房蓄を置

で工場内の涼しいの11ありがt:ぃ。工具の配置に通

風照明iこ能率増進の7二めに多大の詮意、が扮 11れてる

黙11一見に償する。見終って紳戸の大同マッチへ行

告引きか向、Lて尼ケ崎ろ大日本ビールの製瓶所へ行

くつも りで間ちがえて日本ピール鉱泉り製瓶所lこと

ぴ二んでしまl.。そ二も一巡見て大日本ビールのに

引き返す。二与 11有名な O悦 n式。暑い所沿20丁If

かリ往き来しれ手商;1も断然感必してしまふ。

'iti夜11第一同卒業の城口氏の御世話で;弘主義の歎迎

合た梅岡新選のむさしで開いて項〈。城口、阿部、琉

木、前回、藤井、末松、石塚、波港の務先訟の有主主な

経験談た聞かぜていれ1"~ r者ftlの西北」から「競技

の使命」まで出てふげるか知らぬき餐Lぃ夜1::つ1:。

14日 一行中九州まで行〈富井先生、浦川、山川、

市i明 はそれぞれ貸塚その他に一日た休養し夜行で大

政投

1&日 早朝連絡紛で門司に上るとその足で門鍛用

品試験所込先輩底瀬氏lこ見ぜていれ1"<、驚〈程充笈

L1:設備っうらJf{:>-まLいものiでかリ。ご訟で1'1賞菅谷

詐されるきう ff。研究室の窓から見る海峡の朝11美

しかっ1:。小倉の梅虚lこ荷らおいて日米板ガラス必

見る。二~ 11熔融耳宵予4>引きあげて 械にt:11レ亘書怠

板に出してよいので有名なコノレパーン式。次ぎに見

1:旭ガラスの図衡にして吹上るラパー式の方が見t:

眼lこ11姐;淑1::つれ。泣くの九州i1t撃工業た見てさら
に安田製釘所ル見る6 常夜11成瀬氏の御案内で門司

的かめがり

郊外の若布X略的批lユ遊ぶ。

15日 八幡製織所はとて 1，一日で11見きれない。

主に剖産物工場、試験所た中心、主u，かl二一日た有数
1，:伎はうかと苦必する。余り佑い1ごやで副産物の方
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1"1はっきリ'L1:機念がつかなかっ1:が試験所1"1面白 l 宜お計られ重量尾氏、境氏の興味わる御説明に終始して

く感じれ。八幡た触して大牟田に念行ずる。 I見事族行最後の一日お極めて宥主主に快〈すごすこと
16日 舎註からの自動車?で先づ三池染料へ行きさ ! の出来れの1"1感謝に1:えない。かくて本年度の見撃
らlこ亜鉛精煉所、三池製作所た見て三池炭坑中最ι深 | 放行も無事に終了L必も鰹〈それぞれの次ぎのプラ
い四つ山坑へ行き 1800 尺~l 分半でおリて扮遂の中 I :/ 1:っくことが出来1:。終りにのぞんで行〈先き先
か案内され5。坑夫1:ちの傷害もかなりあるら L<余 | きで御厄介になっ1::先輩各位及び御多比中よ〈ヱ場
リ反い集持ちはしなかっf:。さらに漣ぴ幽されれ万炭 l 見墜た許可され御案内御説明下さつれ I銅係者害者氏lこ
た直接船積みする三池の築港ら見て有益な一日た終 I jむからの謝意、か茨Lて隼たお〈。 く需中原周〉
ゐ。二の一日正tJjji利作氏の有カな御斡施1:より積身候

自ij 競目:;1{
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銅の電歴滴定に於ける Norinal Electrode S工製士
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小 栗信倍捻
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但し園面掬入の揚合1"1他に代金1e*受〈。

昭和壬年 9月初日印刷

昭和 4年 9月 22日後行

編制室長 早稲聞大撃理工皐部 武 富 昇
後行人隠用化事科内 山口柴

印刷者 本郷底湯島切遁坂町 51喬地 加 藤 晴 吉

印刷所 本郷区湯島切通坂町 14.15番地 正文合第二工場

盛行所 駐車謀議EZ堂皇室青 早稲田勝用化率曾
電話牛込 513 く臆用化事数室呼出しの二と〉 接答ロ窟東京 62921審
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スーピロシ(耐酸金属)ハ嘗枇多年ノ経験ニヨ 9製造セ Jレ毛ノニ γ

ア虞ク酸アルカり工業エ使用サ V非常ニ好成績ナト下記各種化

撃工業ニ封シテ必要侠ク可カラザル宅ノニシテJdj宅耐酸テ目的ト

スル所ニハ本品=匹敵スル毛ノナ γ. 備硬度高キチ以テ磨t員ニ封
スル抵抗大ナり.

製品種目 •••• ••••• ••• ••• ........主要用途

プラジひヤー・ポシプ・ ・・ 硫酸製造用

セνトリフユーカ。ル・ポンプ ・ 檎酸製造用

パ ル プ・・・・ - …其他各種酸製造用

コ ッ ク・・一一...… •••• ・・肥料製造用

途風機..........・H ・-……・ ・・ 火薬製造用

各種.)，0イプ……・・・・・・….!~… 鍍 金 業 用

蒸蛍皿・釜類・・・・・…- ….................. 染料製造用

才一トク vープ・・H ・H ・.....…・・・・・・・ ・・ セルロイド製造用

冷 却 器一…・…・・…・・・… ・・ ・・ 鍍 山 用

其他種々

。 ……一七番地大山港町式含鴎業部耐酸銭係。
製造工場 東京府下王子町

大日本人造肥料株式合社王子工場


